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研究主題

数学的に考える資質・能力を育てる指導と評価の在り方
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学習指導要領にも示されている通り，これからの時代を生き抜く人間を育てる際に重要なのは．「学
習したことが使える」ようにすることです。
算数科の目標には「・・・（2）日常の事象を数理的にとらえ見通しを持ち筋道を立て・・・」とあり

ますが，ここをしっかり指導することが「使える」学力を身につけるには大切だと考えます。すなわち，
「日常生活や身の回りの事象について物事を数理化し算数の舞台に乗せること」の指導を丁寧に行うこ
とで，算数・数学という理論体系を実際の問題解決場面に当てはめることができるようになり，社会に
出てからも活用する力になっていくと考えられるからです。

将来を生き抜くために更に重要なのは「自ら自分を高め続ける」ことです。今の小学生の平均寿命は
100歳を超えるそうです。技術革新の度合いも加速度的に進み，彼らは私たち大人が経験してきた変化
の数十倍以上の変化を経験することになるでしょう。同一価値観で一斉指導をしていく意味がどんどん
と薄れていくに違いありません。そんな時代には「自分で自分を高める」力をつける以外にありません。
自分で自分を高めるのですから，究極の個別最適化の教育です。そこで重要なのが「学びに向かう力」
の育成です。
東京都算数教育研究会研究部には4つの委員会があり活動しています。その中でも特にこの研究委員

会の使命は，このような教育課題に正対し，実践を通して課題解決の道筋をつけることであると思いま
す。
当委員会では目指す児童の姿を「学びの方向性や自分の状況を自覚し，数学的活動を通して知識・技

能や思考・判断・表現を身に付けるために，主体的に学習に取り組むことができる児童」
ととらえ，「指導と評価の一体化を目指した授業の実現」を探求してきました。実際の授業に際し，「指
導と評価の計画」の中で細やかに評価の観点を設定し，どのように把握し，手立てを講じ，評価してい
くのかを明確にすることに努めています。まさに今求められる個別最適的な学びに真正面から実践的に
研究に取り組んでいるといえます。

日本は先生方の研究会が盛んだといわれています｡海外ですと．研究の成果はシェアするのではなく，
独り占めにして自分の業績のアピールに使う傾向が強い，そんな話を聞いたことがあります。しかし日
本はそんなことはありません。それは先生方一人ひとりが見ているものが同じだからだと思います。自
分が受け持つ子どもだけでなく，すべての子どもに力をつけたい，幸せになってほしいと願っているか
らだと思います。
私たち都算研の先生方は．そうした熱い思いで研究に打ち込みその歴史を刻んできました。それは，

どのように社会が変化しようとも，つまり指導内容や指導方法が変化しようとも，算数教育に献身する
という姿勢だけはどの時代であっても変わることがなく継承されてきたということです。これからもこ
の「不易」を財産とし，発展していくことを願っています。
最後に研究に対してご指導．ご支援してくださった多くの関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

どうもありがとうございました。

は じ め に

東京都算数教育研究会
会 長 内 藤 和 巳
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I 研究主題について
学習指導要領では、算数科の目標及び内容が、他教科と同様に、資質・能力の3つの柱「知識及び

技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」に整理されている。本委員会で
は、令和元年度より、この資質・能力に基づいて示された評価の3つの観点の在り方について研究を
進めている。以下は、昨年度までの成果と課題である。

塵
・国立教育政策研究所の資料を基に、評価を「指導に生かすための評価」と「単元の達成状況を図る
評定のための評価」として分類し、「指導と評価の計画」を作成した。それにより、指導のつながり
を捉え、単元として見通しをもち、評価を指導に生かすことができた。

.「指導と評価の一体化」に焦点を当て、単元における各時間の「期待する児童の姿」を明確にし、授
業の中で、そのような姿を生み出すための教師の役割を意識して授業を構成した。授業において、
児童の姿をどのように把握し、それをどう生かしていくかを一体として考えることにより、「期待
する児童の姿」に迫るための授業の手立てや個別の支援につながった。

・児童の様子を、検証授業のみならず単元全体で見ていくことにより、単元を通して指導と評価がど
のように関わり、評価をどのように指導に生かすことができるかを検証することができた。1単位
時間にとどまらず、単元を通して児童の変容をもとに指導と評価の一体化を考えることができた。

函
・資質・能力の3つの柱と「期待する児童の姿｣、評価規準がどのように関連しているかを検証するこ
とが課題である。これらの関連を明確にすることにより、「期待する児童の姿」や評価の内容がより
具体的になると考える。

・指導と評価の一体化について、他の事例での実践を増やしていく。それにより、指導と評価の関連
が適切であったかを検証し、多くの事例を提案していく。また、「期待する児童の姿」に迫るための
教師の役割についての考えを深めていく。

.「努力を要する」状況と評価した児童を中心に、評価を生かした指導の手立てを考えてきたが、「お
おむね満足できる」状況と評価した児童が「十分満足できる」状況になるための指導を検討してい
く。

今年度も引き続き、昨年度挙げた課題について研究を進めていくが、新たに数学的な見方．考え方を
根拠として、より具体的に指導と評価の関連について研究を進めていきたいと考えた。令和2年3月に

示された「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」の冒頭には、「教師が「子ども
たちにどのような力が身に付いたか」という学習の成果を的確にとらえ、主体的．対話的で深い学びの

視点から学習改善を図る、いわゆる『指導と評価の一体化』が実現されやすくなることが期待される｡」
と述べられている。児童が数学的な見方．考え方を働かせる指導と評価の一体化を実現しながら指導を
進めていくことで､数学的に考える資質･能力を育てていくことになると考え､本研究主題を設定した。
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Ⅱ 資質“能力の3つの柱の関連と目指す児童の姿、実現へ向けての教師の役割（研究構想図）
資質・能力の3つの柱の関連については、「学びに向かう力、人間性等」を土台として、「知識及び技

能」と「思考力、判断力、表現力」が相互に関連しながら育成されていくと考えた。そして、目指すべ
き児童の姿を明確にし、授業の中でそのような姿を生み出すための教師の役割について実践を通して検
証していく。その際に大切にしたいことが、自力でその目指す姿に達しないと思われる児童の把握とそ
れに対する手立てである。この視点を意識し、これらの関連を下の図に示した。

知識及び技能

【目指す児童の姿】
一 一 ー 一 一 ー 一 一 一 ー ー 一 声 - ー ＝ 一 一 勺

｜学びの方向性や自分の状I

学びに向かう力，人間性等

|況を自覚し、数学的活動を！
|通して知識及び技能や思考｜
i力、判断力、表現力を身にI
|付けるために、主体的に学｜
|習に取り組むことができる111児童 I

知識及び技能
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・問いをもち問題を把握す
る

・知識及び技能を活用して
粘り強く問題を解決する

。よりよく解決しようと自
己調整する

.考えたことを基に知識技
能を高めようとする

・過程や結果を振り返り、
価値や新たな疑問を見出
す

．学んだことを学習や生活
や活用しようとする

思考力，判断力，表現力

学びに向かう力，人間性等

知識及び技能

思考力､判断力､衰硯力衰硯力

学びに向かう力，人間性等

思者力､判断力､衰硯力衰硯力

知識及び技能を狸得したり、

学びに向かう力，人間性等

力、判断力、表現力を身に付けた
りするために、自らの学習状況を

患者刀､判断刀､表俔力

把握し、
行錯誤するなど、
ぼうとしている。

知識及び技能

学習の進め方について試

学びに向かう力，人間性等

思考

髭刀､判断力､衰硯力

調整しながら学

知識及び知識及び技肖

学びに向かう力，人間性等

思者刀､判闇力､表勵

3

学習過程を通した知識及び技能
の習得状況について、また、それ
らを既有の知識及び技能と関連
付けたり、活用したりする中で、
学習や生活の場面でも活用でき
る程度に概念等を理解したり技
能を習得したりしている。

一

知識及び技能を活用して
課題を解決するために必
要な思考力､判断力､表現
力を身に付けている

区，

【実現へ向けての教師の役割】
●自覚を促す場面
・問いを見つけ問題を把握
する工夫

・解決の結果や過程を振り
返る手立て

●つまずきのある児童の
把握と手立て

．どのように把握するか
・どのような手立てをし
て、達成させるのか

●学習を通して児童の変容
をつかむ

・一人の発言で進むのでは
なく、全体の状況をつか
む工夫

・学習場面のどこで書かせ
る の か
く検証のための取組〉

※授業を通して3つの観点
の関連について検証する

※研究授業で抽出児童
を追って変容を見取る

【目指す姿に達しない姿】 【役割を果たせていない教師の姿】

ーーーーーーー
先生が目的意識を
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知識及び技能

既習事項が身に
付 いて い な い

自分の状況や成
長 に 気 付 け な い

学んだことを
活 用 で き な い

疑問をもつこと
が で き な い

学習したことを関連
させることができない

先生が実態を
把 握 で き な い

i先生が児童の状況
I を 見 取 れ て い な い



Ⅲ 研究のねらい
以下の3点について実践を通して研究を進めることで研究主題に迫る。
・資質・能力の3つの柱を意識して、目指す児童の姿を明確にする。その姿は各実践を行う単元の
中で評価の観点の中で具体化する。

・数学的な見方・考え方を働かせた児童の姿に迫るための教師の役割について考え、実践を通して

指導を行い、その効果と児童の実態を適切に評価し、その後の指導に生かす。（指導と評価の一体
化）

．特に評価においてB評価とC評価を行き来しているような児童について、どのように把握して、
どのように手立てを講じていくのかを具体化する。

Ⅳ研究の内容とこれまでの取組
1．評価規準と指導計画について

評価規準については国立教育政策研究所により示された『｢指導と評価の一体化」のための学習
評価に関する参考資料』を参考にした。単元全体の3つの観点を始めに示し、その内容をどの授業
の中で評価しているのかについて、指導と評価の計画（単元の指導計画）の中で示した。評価を次
の指導に生かすための評価とその時間までの達成状況をみる評価として整理した。

2．「主体的に学習に取り組む態度」と他の評価との関連について
「主体的に学習に取り組む態度」については、「思考・判断・表現」につながるものと捉え、それ

ぞれの児童の姿を考える際にもその関連を意識した。また、粘り強く取り組む児童、自己調整しな
がら学習に取り組む児童の姿については、単元の「指導と評価の計画」の「期待する児童の姿」の
中で具体的な姿として明記した。

3．目指す児童の姿と教師の役割について

実際の授業の中では「指導と評価の計画」で設定した次の指導に生かすための評価の観点をどの
ように把握し、手立てを講じ、評価していくのかを明確にした。学習指導案の中に評価とその評価
につながるための手立てを具体的に明記し、「児童がどの程度見方・考え方を働かせているか」とい
う視点を入れた。単元の構成にあたり、まず学習で大切な見方・考え方とは何か、そして、児童が
見方・考え方を働かせる教材とはどのようなものかを明確にした。その上で、児童の見方・考え方
を引き出し、それを働かせる授業展開や働かせることのよさの実感のさせ方について教師の役割を

吟味した。

授業の検討と協議を進めていく中でも、評価規準と指導計画の在り方、各評価の観点の関連だけでな
く、児童の把握→手立て→評価のサイクルが適切であるかどうかについて検討をし、改善してきた。ま
た、検証授業だけでなく、単元を通しての児童の変容を評価し、単元を通しての指導と評価の一体化が
達成できているのかについても検討した。検証授業については、本研究委員会を西と東の2つのグルー
プに分け、それぞれで検証授業の実施と実践事例の作成に1本ずつ取り組んだ。
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V 研究の経過

5

日 程 内 容 会 場

5 月 7 日

◆第1回研究委員会
研究テーマの確認と研究の方向性の検討
年間計画・組織づくり

渋谷区立西原小学校

5月13日 ◆都算研総会 オンライン開催

7 月 6 日
◆第2回研究委員会

研究内容についての検討
渋谷区立西原小学校

7月26日 ◆第3回研究委員会 日数教研究発表準備 渋谷区立西原小学校

8 月 1 9 日

◆第4回研究委員会
日数教研究発表準備

検証授業・実践事例の検討

渋谷区立西原小学校

8 月 2 2 日 ◆日数教・関東甲信静大会（埼玉） オンライン開催

9 月 1 0 日

◆第5回研究委員会
検証授業①の指導案検討
実践事例の検討

渋谷区立西原小学校

10月15日

◆都算研研究発表会
検証授業①
荒川区立第一日暮里小学校石川大輔

「かけ算（1）」

新宿区立江戸川小学校

11月24日
◆第6回研究委員会
検証授業②の指導案検討 実践事例の検討
紀要原稿執筆分担

渋谷区立西原小学校

12月16日

◆第7回研究委員会
検証授業②
台東区立浅草小学校横須賀咲子

「変わり方調べ」

台東区立浅草小学校

3月 3日
◆第8回研究委員会
研究のまとめ・来年度の方向性

渋谷区立西原小学校



Ⅵ 検 証 授 業
除証授業11

授業者：荒川区立第一日暮里小学校石川大輔
（1）学年・単元名第2学年「かけ算（1）」
（2）単元の目標

乗法の意味について理解し、計算の意味や計算方法を考えたり乗法に関して成り立つ性質を見い
だしたりする力を養うとともに、計算の意味や計算方法などを数学的表現で考えた過程を振り返り、
そのよさに気付き今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。

（3）評価規準

（4）研究主題との関連
①本単元の数学的な見方・考え方

本単元で大切にしたい数学的な見方・考え方は次の二つである。

･数量の関係に着目し、一つ分の数をとらえてそれをひとまとまりとみて、そのいくつ分と捉えること。
･数量の関係に着目し、乗法の意味や計算方法を同数累加としての乗法の意味に基づいて考えたり、既に構成
した九九で見つけたきまりから類推して考えたりすること。

これらの数学的な見方・考え方の根底には、単位の考え、式の考え、論理的な考え方、類推的な
考え方がある。このような数学的な見方･考え方を働かせる児童の姿から期待する児童の姿を定め、
指導と評価の一体化を図つた計画を立てる。

6

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取りボ む態度

①乗法は、一つ分の大きさが決
まっているときに、そのいく

つ分かに当たる大きさを求め
る場合に用いられることを理

解している。

②乗法は、被乗数を乗数の数だ
け累加して答えを求められる

ことを理解している。
③倍の意味を知り、ある量の何
倍かにあたる量を求めるとき
もかけ算を用いることを理解
している。

④乗法九九（2，3，4，5の段）
の構成の仕方を理解し、乗法

九九を構成したり確実に唱え

たりすることができ、それを

用いて問題を解決することが

できる．
⑤被乗数、乗数の意味を理解し

ている。

①乗法が用いられる場面を、具
体物や図などを用いて、式に

表したり、乗法の式を､具体的
な場面と結び付けて捉えたり
している。

②計算の仕方を振り返り、乗法
に関して成り立つ簡単な性質

を見いだしたり、それを基に

乗法を構成したりしている。

③日常生活や算数の問題を、学
習内容を適切に活用して筋道
立てて考え、解決している。

①ものの全体の個数を、「一つ分
の数」の「いくつ分」と捉える
とよいことに気づき、数えよ
うとしている。

②累加の簡潔な表現としての乗
法のよさに気付き、ものの総
数 を 乗 法 で 表 そ う と して い

る。

③一つ分の大きさが決まってい
るときに、そのいくつ分かに
あ たる 大 き さ を 求 め る 場 合

に､乗法を用いると、その総数

を簡潔に求めることができる

というよさに気付き、乗法を
用いようとしている。



②単元を通した指導と評価
本実践では、「乗法の意味を確かに捉え、乗法が用いられる場面を、具体物や図などを用いて、式

に表したり、乗法の式を、具体的な場面と結び付けてとらえたりすること」という乗法の意味に関
する単元を通した指導と評価に焦点をあてる。

第1～4時間目では、乗法になる場合の条件を日常の場面から考えさせ、乗法が用いられる場面
を、具体物や図などを用いて、式に表したり、乗法の式を、具体的な場面と結び付けてとらえたり

しているかということを評価しながら指導する。
第6時間目では、連続量を扱った場面で、児童に倍の意味を知らせ、ある量の何倍かにあたる量

を求めるときもかけ算を用いることを理解させる。
そして、第20時間目では、乗数と被乗数を入れ替えて表される問題の式と答えをそれぞれ考え

させ、今までの学習を振り返りながら乗法の式の意味について改めて捉えようとしているかという

ことを評価しながら指導し、単元を通した総括的な評価を行う。
③本時における数学的な見方・考え方を働かせるための教師の役割

本時における教師の役割は次の4点である。

ア学習で大切な数学的な見方・考え方を働かせている児童の様相に着目する。
授業においては、まとまりをつくって数えようとしたり日常の場面を図と乗法の式を関連

付けて考えようとしたりする児童の様相に注目する。
イ数学的な見方・考え方が働く教材を開発する。

本実践では導入で二房のバナナを提示し、一つ分の大きさ×いくつ分で全体の数を求める

ことができることをおさえ、その後の説明の根拠とさせる。その後、2枚のパネルに3×4
で並べられた12枚の画用紙を提示し、観察させたり写真で考えさせたりする。そうするこ

とによって、具体的な場面における数を多面的に乗法の式で捉えさせ、表現、説明させる活
動を展開する。

ウ数学的な見方・考え方を引き出す指導方法を工夫する。

導入で二房のバナナの実物を扱うことにより、児童に乗法の意味を捉えさせるとともに一
場面に対して式が一意に決まる印象を与える。その後、2枚のパネルに3×4で並べた画用

紙の実物を提示し、一人の児童に式を答えさせる際、教師が「みんなこの式ですね」と発問
することにより、他の式を発想した児童の反応を意図的に引き出す。
自力解決において、解決することが困難な児童には、写真のワークシートを回転させて見

せたり、画用紙の数以外を捨象した図を書かせたりして考えさせる。

発表検討では､一つ分の数のまとまりに着目させるために図から式を考えさせる。その際、
一人の児童だけに発表させるのではなく、囲い線を書き込んだ写真を見せて全体で考えさせ

たり、複数人に乗法の意味を根拠に説明させたりもする。
まとめでは、適用問題を解決させる。このとき、写真のワークシートは配らない。児童が

自ら図を書いて式の根拠を説明することを期待する。

エ数学のよさを実感できる振り返りの場を設定する。

乗法のよさは簡潔性・明瞭性である。授業の終末では、振り返る場を設定し「この授業で

初めて発見したかけ算のおもしろいことやいいなと思った考え方は何か」と問い、「いろいろ
なまとまりの見方ができておもしろい」とか「式で表すと便利だ」などといった感想を引き
出し、価値付ける。

再

イ



（5） 指導と評価の計画（全22時間計画）

“

●学習活動◇期待する児童の姿 ・指導のための評価○評定のための評価
｜
’ ’ ’

時
 
間

目標 0主な学習活動 0期待する児童の姿
評価規準

知識･技能 既‘柵･顔 湖畔帥
(1)州算の怠味

1

｢一つ分の数｣｢いくつ分｣を捉え､｢一つ分の数」
と「いくつ分｣の関係の場合に棄法州いら
れること蜘ﾘ、乗法の意味を聯する。

0職見て､それぞれの乗り物に粟っている子どIの人雛調べる。
0鮒胴じで61台畷うてい6臘總うじ上沁､｢一う＃噸｣上｢いくつ分j縦焔，

0数艮の関係に着目し､一つ分の縦捉
えてそれをひとまとまりとみて、その
いくつ分と捉えようとしている。 ．､）

‘ 0

･0

2

0絵やおliじきを使って､全体の人散の求め方を言葉で説明する.
05x3=15の式の意味を服。

0｢一つ細別ヒハ､<ぅ分｣州力れIf,淵0縦細りhるこ上鰔上蝸･
●用語｢かけ算」と記号「x」を知る。

00

3

葉法の場面拭やおはじきや図で表したり説

明したりす硴勤を通して､棄法の意味の理解
蝿実にする。

e絵を見て､示されている場面をかけ算の式で表現する。
e農法の式から、その場面をおはじきで没す。
0並んだおはじきを乗法の場面として捉え､常法の式に表す。

0棚の関係I増目し､一つ分の数を捉
えてそれをひとまとまりとみて、その
いくつ分と捉え､乗法の式に麦したり
意味や計算方法を説明したりしよう
としている。

へ

’②

O①
，、

４
 
本
 
時

葉桜の場面を､難の意味鰹に式や図で黄し

て説明したり､棄法の式を具体的な場面と関連

さぜて捉えたりする。

0日常場面の写真を見て､まとまりに期し､蕊法の式に表す．
0具体的纈象と式を関連さぜ､撫椴法の式に茨す。
0どのよ沌難の式になるかを､｢一つ分の散｣x「いくつ分｣＝｢全部噸」
を基に図捌連さをて説明する，

5
粟法の答え雌蕊縦粟散の散だけ累加して

求められろことを聯する。
0問題場面から数量の関係を捉え、立式や答えの求め方について考える。
0棄法の答えは､彼乗数螺数の脈け剛して求められることをまとめる。

．②

6
倍の意味測り､あ砥の何倍かにあたる貝を
求“ときもかけ算洲いることを僻する。

03cmの2つ分を､3cmの｢2ぱい」ということ畑る。
03cmの2倍の長さを求めるときも、3x2の力､け算の式になること剃る。

．③ ．①

7
単元の学習の活用を通して事象を散理的に捉

え論理的に考察し､間溌解決する。
O身の回りからかけ算の式になる場面を見いだす。
0Oような難り式K鮠純､｢一つｻ噸｣x｢いくうｻ｣二I淵州蝿に翻す6‘

｡、 ．③

(2)5の段､2の段の九九

8 5の段の九九の構成の仕方を理解する。
Oお菓子が1箱に5個ずつルているときのl̅4箱分の個数鰊める。
0累加や5とび､アレイ図などを用いて5の段の九九噸成する，

倣即離晴月し､雛0鰍や計動滋賄
．④ ‘、



、､C

主に児童の活動や行動観察、ノートの分析を通して評価を行う。単元末は、ペーパーテストで評価を行う。

9 5の段の九九を確実に唱え､適用することがで
謁・

0用語｢肋｣剃り、5の段の九九を唱え、カードなどを使って繩をする．
05の段の九九の答えは5ずつ増えていることを確認する。

剛上↓ての雛鴫哺に基づいて蛾たり馴

掃算施纈明したりしようこしている。

．、 ｡、 00

10 05の段の九九を用いて間融解決する。

11 2の段の九九の構成の仕方を理解する。
01mにすしが2個ずつ乗っているときのl̅5m分り個数を求める。
0累加や2とび､アレイ図などを用いて2の段の九九を構成する。

0数量関係に着目し､棄法の鮴や計算
方法を既に職成した5の段で見つけた
性質から頚推して考えようとしてい
る。

12 2の段の九九を確実に唱え､適用することがで
きる。

02の段の九九を唱え、カードなどを使って練習をする。
02の段の九九の答えは2ずつ増えていることを確認する。

13 02の段の九九を用いて問題を解決する。
(3)3の段､4の段の九九

14 3の段の九畑構成の仕方を理解する。

O1パックに3個ずつ入っているプリンのl̅4パック分の個数を求める。
03 x4の答えにいくつた廿ば3x5になるかを考える。

03x3 0獣に3雛！|f3xi K縄とL鍬肌f､3噸0岫獺耐る，
0用語｢か|ﾅられる数｣「かける散｣を知る。

0数量の関係に着目し､棄法の鮴や計
算方法を同敬累加としての棄法の意
味に基づいて考えたり､既に構成した
九九で見つけた性質から類推して考
えようとしたりしている。

〆 ､ ，

．④

．＠

’ 015 3の段の九九を確実に唱え､適用することがで
きる。

03の段の九九鵬え、カードなどを使って纈習をする。
03の段の九九の答えは､棄数がl増えると3増えることを確認する。

16 03の段の九九州いて問題を解決する。

17 4の段の九九の購成の仕方を理解する。
01農に4個ずつ恥ているみかんのl̅5袋分の個鼬求める。
04x5のかける磯がl増えると答えはいくつ増えているか確かめる。
04噸でli,力‘け識ｵi1"5上獣力(4Wi6こ睦甜して､4鴫岫雌鰯す；

O②

18 4の段の九九を確実に唱え､適用することがで
きる。

04の段の九雌職、カードなどを使って練習をする。
04の段の九畑答えは､棄散がl増えると4増えることを確認する。

0019 04の段の九九を用いて問題を解決する。

20
脳うくり|こ蝿､期謡袖こ翻するこ上樋↓て､5,
2,3,4噸岫加聯螺躯。

02x5= 10,5 x2=10で表される問題の式と答えをそれぞれ考え､棄法の式の
意味について理解蝿かめる｡

,⑤ O(，

(4)まとめ

21 学習内容の定蒼を確認するとともに､数学的な
見方･考妨を卿返り価値づける。

0数学的な見方,考え能振り返る。
0既習事職基に問題を解決し､学習内容の習熟を図る，

' 柵 00

22 0評価テストを行う。 0 伽



（6）本時の指導（4/22時）
①本時の目標
・乗法の場面を、乗法の意味を基に式や図で表して説明したり、乗法の式を具体的な場面と関連させて捉えたりする。

②本時の展開

10

謂罷 学 習 活 動 T 主 な 発 問 C 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 ‘龍点好自力I鯛(諦施)瞳0伽ﾘﾋ粒て

問
題
把
握
・
課
題
発
見
（
７
分
）

lパﾅﾅ蜆てかIﾅ算の式に麦す。
■

T:これらのﾅﾅをかけ算の式に表しましょう。
どんなかけ算の式になりましたか。

C: 3x2=6です｡バナナ3本が2つ分あるから3x2蹟せると思います，
C:かけ算の式は｢(一つ分の散)x(w,<つ分)=(全部の数)｣です。
2鋤の､柵を見てか|ﾅ算の式を鍬､繩澱定し自力鰍する。
T;次に､この圃柵蜆て､か|ﾅ算の式に表しましょう。画口 匡
C:6x2=12 C:その他の式婚いている。 U D E

n 口 匡C:ノートに式幡いていない。
T:ノートに書いたかけ算の式剛ですか。 ！
C: 6x2=12です｡一つが6枚で､それが2つ分あるから12枚です。
C:あれ?私の式と違います｡なんで､その式になるのでしょう？
T: 6x2の他に､どんなかけ算の式に表せるのか考えてみましょう？
画用紙の数は、どんなかけ算の式に表せるかな？

盃

ロ
ロ
ロ
１
画
§

'対純パﾅﾅであることをおさえる。
．一斉に獣させることにより､式が一意に齢
ることを強調す6。
’かけ算の式の意味椒普しておさえる。

★偲・判･麦】(ﾉーﾄ）
A鰍のかけ算の式をﾉー ﾄに書いている‘
B･つのかけ算の式をﾉー ﾄに書いている｡
Cかけ算の式をﾉー ﾄに書いていない。

この段階でIま､剛Iの手立てをとらない｡かけ
算の式に識なくてもよい。

自
力
解
決
（
８
分
）

3実物や写真を見てかけ算の式を考える。
T:このパネルにある画用紙を見たり写真に線を書き込んだりして、

どんなかけ算の式に表せるか考えてみましょう。
【式と図の関連について】
C:かけ算の式と図がかけていて一致している。
C:かけ算の式と図がかけているが一致していない。
C:図はかけるが、かけ算の式がかけない。
C:かけ算の式はかけるが、図がかけない。
C:かけ算の式も図もかけない。

★【恩･判｡麦】(ﾜーｸシート･発言）
A鰍@式溌凱､ズヒ剛一凱てい6"KI減姻瀕
鮒ﾅｶ訓携湛踊。

B#-0式擬凱､ズ咽＃ｰ肌［い6､‘し<li,鰯@
式溌凱〈い；力剛瀬篭ていtい艫に|掴嘱騨
えて裁き！たり場醗熊さtりす6，

Cズ､図りぁもﾎー ｶし力釧↓てい*い腿にM,一り伽
犬溌鍛懲､、噸嬉泓禍ｶて秘,識麓
てい&い6L<li,ズヒ剛̅靴てい肋ぅたり､一う制
描き鮒範加tりす6瞳に肋|噂0誹瀧かり
たり洲卿職撚てさtりす6．

集
団
検
討
（
１
５
分
）

4数量関係に着目し､がIﾅ算の式を写真の図と関連さぜて考える。
T:では､どんなかけ算の式で表せるか考えてみましょう。
C l 6 x 2

C 3 3 x 4

C:C lは6x2です｡職なら､一つ分の激が6枚で､それが2つ分あるからです。
C:C21i2 x 6で麦せます｡一つ分の数が2枚で､それが6つ分あるからです。
C:C 3は3x4だと思います｡一つ分の数が3牧で､それが4つ分あるからです。

C22 x 6

C44 x3

■

'2つの式の図を提示しlt較させる｡そして､それ
ぞれの図をもとにどんな式になるか説明させ
る。

★【恩･判･表】(発言・ワークシート）
A複数の式に関して､乗法の意味を基に､図を

用いて式を洲できる児童に|栓体やC評価
の脳への洲1を促し､理解を深めさせる。

B一つの式に関して､蕊怯の意味鯉に､図を
用いて式捌明でき6児童には自分が発想し
ていなかった式を説明させた耐話させたり
する。

C乗法の意味を基に､図を用いて式を説明でき
ない児童にはA～B評価の児童の説明を聞き
取らせ､図をもとに一つ分の数を捉えさせ、
それ力洞数であることを確かめさせる。

ｊ
ｐ
ｐ 可

闇 囲
隅

デ 画

■■■■I



（7）研究協議・指導講評
①協議
・乗法が用いられる場面を式や図で表せない児童がいた｡このような児童には今後も個別の手立てをとっていく必要がある。
20時間目の学習で、かけ算の作間を通して意味を捉え直しさせるなどの指導と評価を行い､評定につなげる。

・本時でしっかりと評価すべきだし､手立ても打つべきだと思う。この評価規準については､指導のための評価としても見て
きているはずなので、どこが斑塀できていないのか、ということを十分に意識しながら指導することが大切である。

．かけ算の最初の段階では､3個を順に囲っていき､切りよく囲めるか見ていき、いくつできたのだろうと、じっくりかけ算
を作り上げていくことが､大切だったのではないか｡おはじきとか具体物で同じ数ずつ囲っていく、実際につくってはじめ
て気が付く活動が大切だと思った。

②指導・講評 羽中田彩記子先生
‘実際は、かけ算を使うところは1つ分が決まっているが、あえて自分で考えてかけ算の式を作っていく場を体験させたい
ということがよくわかった。教材としては､工夫されていると思う。

・本時のような学習が4時間目にすることが適切かは児童の実態による。今回の児童は授業の中で「まだまだあるよ」と言
っていたので､児童は、かけ算の意味をとらえていたので適切であろう。

・式だけ書いている児童には､図が根拠になることを伝えていく。考えたことを図､式､言葉で説明できるようにすることは
大切である。図を根拠にして、「なぜそのように表せたか考えよう｣、「図を使うと分かりやすいね」という流れになってい
くとよい。

・根拠と結果がペアで正解｡様々な求め方がある問題はよかった｡今日は何を使ってどのように考えたから上手くいったのか
ということをまとめで考えさせていきたい。適用問題では何を基に考えたのかと言うことを聞いてほしかった。それが振
り返りになった。適用問題では、本時で得た自分の学びを問題解決にどう生かしたかを聴くことが大切である。

11

C:C 4は4x3だと思います｡一つ分噸が4枚で､それが3つ分あるからです。
C:パﾅﾅ|拭が一つだけだったけれど､画用紙|ま4つも式ができた。
C:他のかけ算の式に膝倣いかな。

,同蝋のまとまりをつくっていること､一つ分
の大きさの捉妨で式力竣わることをおさえ
る。

適
用
．
ま
と
め
（
１
５
分
）

5学習を卿返り､期間溌溌､乗法の意味や式の捉肪を確かめる。
T;この､柵の縦かIﾅ算の式に表しましょう。ロロ ロロロ

鮠肌て棚に剛姻榊いて呂昌召呂呂
説明しましょう。

！

C：3 x 5 C：5x3

C:その他の式C:式や図艤倣い。

T:今日の学習を振り返って､かけ算の式についてなるほどと思ったことやおもしろ
いと感じたこと、かけ算の式を考える時にこれからも使えるなと思ったこと、も
っと戦てみたいことを課ましよう。

C:一つ分の縦変えると､いろいろな式に表せることがおもしろいと思いました。
C:繩書泓祉一つ分の数がよくわかったのでこれからも使おうと思います。
Cw他の数だったら、どんなかけ算の式にできるか考えてみたいです。

|

★【思・判･表】（ワークシート）
A複数の式溌想し､式と剛一致している児

童に|地の数でも戦させ発腱せる。
B単一の式跳想し式と剛一致している、も

しく噸数の式を燃している細力羨現で
きていない児童に徽量関係に着目させ発想
し拭の根拠を肌関懲えて獣させる。

c式､図のどちらか一方しか表現していない、
あるいはどちら幟現していない､式と剛
一致していなかったり-つ分の大きさ力洞数
でなかったりする児童に|燦法の鮴を確か
め具体や図で同数のまとまりをつくらせる。

☆【恩･判‘表】
難州いられる場面を､式や図で表し､難
の式を､具体的な場面と結び付けて説明したり
捉賊リしている。

､上記の評価を生かし、次時以降指導
し、第20時で再び評価する。

l o O O O O l

O  O O O  O l
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○
 
○

○
 
○
 
○

○
 
○
 
○

○
 
○
 
○

○
 
○
 
○



（8）指導の様子
導入で一房に3本ついているパナナニ房の実物を児童に提示した。ほとんどの児童が3x2と答えたが､Caと他数名が3x3

としていた｡そこで､児童にどちらの式か問うた｡実物と言葉と式を関連させて説明させたり写真に囲い綴を書き込ませたりする
ことにより、この場面を表した式は「3x2」であることと、かけ算は一つ分の大きさxいくつ分で全体の数を求めることができ
ることをおさえた。
次に、2枚のパネルに3x4で並べられた12枚の画用紙を提示し、どんな式に表せるか問うた。21名中20名は、この場面

を6x2という式で表現していた。記録のように、少数ではあったが多様な式につながるつぶやきがあったものの、「6x2」の
他に「4x3」と習いた児童は、先ほどの3x3としていたC31名であった。この児童は具体の場mから並んだ画用紙以外を捨
象し、また一つの場而でも一つ分の数の捉え方によって複数の式で表せると
考えていると見取った｡一方、20名中19名の児童は､「6x2」だけを書
いていた。このことから、この段階では、ほとんどの児童が1枚のパネルに
張られている画用紙6枚を一つ分の数と捉え、そのパネルが2枚あるから6

考えていると見取った｡一方、20名中19名の児童は､「6x2」だけを書

騨いていた。このことから、この段階では、ほとんどの児童が1枚のパネルに
張られている画用紙6枚を一つ分の数と捉え､そのパネルが2枚あるから6
x2と表現し、一つの場面で表せる式は一つと考えている、もしくは他の一
つ分の大きさが見えていないと捉えた｡そして､1名の児童(以下Cb)は｢6 拝眉Jx12」という式を書いていた。Cbには個別の支援を要すると考えた。
まず「6x2」を取り上げた。先の実態の見取りにより、写真と式と言葉

図1
を関連付けて説明させ、確かにこの式が成り立つことを確かめた。その後、
教師が問う前にCaが「もう一つさあ、ある｡」と自ら発言した。Caに対して「いや、これしかな
いんじゃない｡」と教師が反対の立場で問い返すと、他の児童が「6x2」の式を見直し始めた。
この後､児童に自力解決させた。まず､全体の解決の様子を観察し、それぞれの子の解決の進捗

を把握しようとした。
Caの児童の記述(図1)には､図と言葉を関連させた4x3の式の説明が見られた。このような

児童は、この段階でAと評価し、そのまま自力解決を進めさせた。
先のCbの記述（図2)には、6x 12は6x2に修正されていたものの、解決が止まっていた。

この段階ではCと判断し「6ではない数で囲ってみよう｡」と助言した。
Cbの左隣の児童Ccの記述には、6x2という式を書いた後､手

が止まっていたが､図に横綴一本がかかれてあり、何か考えている
様子であった｡様子だけではCかBか判断できなかったので｢どう
しようと思ったのか」と問い児童の説明を聞いた。児童の説明を聞
くと、4つで同じ数ずつ囲めそうだと考えたのだが､パネル2枚を
捨象し4枚の画用紙を囲っていいのか迷っていたことが分かった。
そこで､｢綴で囲って式を考えてみよう」と助言し､図に線を書き込
むことを続けさせた。Cb右隣の児童Cdの記述(図3)には､6x
2以外の式を複数かき、それぞれの式に対応する図をかいていた。
この段階でAと評価し、そのまま解決を進めさせた。

帥解決時のCaの記述

図2帥解決時のCbの記述

U ･ 峰 乙 題 形 い ノ G E ／ こ o L , 0 ' D I 舛 u ﾉ 九 塁 L , q u ﾉ 同 じ X l A l 凶 ･ ノ ト I ＆ 、 O 八 図3自加剛I#のCdの記述
2以外の式を複数かき、それぞれの式に対応する図をかいていた。
この段階でAと評価し、そのまま解決を進めさせた。
しばらくして､再度Cb､Ccの所へ行き、解決の進捗を観察した｡Ccの記述(図4)には､図

に線を書き込み2x6*4 x3という式を書いてあり思考が進んだことを確認した｡一方､Cbの

ワークシートには、まだ記述が見られなかった。
自力解決を終えて、集団検討に移った。まず､一つ分の数のまとまりに着目し式を考えさせる

ために、3x4と4x3の図を提示し、どのような式になるか問うた。児童から二つの式のつぶや
きが聞こえたが､反応が見られない児童も数名いたので一度対話させた。そして、再度､式を問 図4自力鰍時のCcの記述

4ゲ〆3
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うと児童から3x4と4x3の式が出された。この二つの式を間用紙の短冊に書き、どちらの図がどちらの式か問い囲い線を書き
込んだ写真を見せて全体で考えさせ、その理由の複数人に言葉と図で説明をさせた。

この後､児童に「この3つで全てだね」と話した。すると、児童からは他にも式があるという反応が返ってきた。児童から出さ
れた式は｢2x6」と「lx12｣､そして「12x l」であった。これらの式を図と言葉を関連させながら説明し明らかにしていった。
｢2x6｣のやり取りでは、先のCbが式を発表した．このことからCbも6以外の数で一つ分の大きさを捉え、その関係を式に表
すことができたと判断した。

授業の最後に画用紙を職に3枚掲示したパネルを1枚追加した。その時の児童の反応はつぎのとおりである。適用問題の場面

を提示した直後では､複数の式を考える児童と一つの式を考える児童がいた｡児童には､考えた式とその式に表せることを説明す

る図や言葉をかくことと感想を曹くことを指示し、解決させ、授業を終えた。図5は、児童Ca,Cb,Cc,Cdの記述である。

躯画冤蚕懇
J       j       l       l       l       I ｜
｜｜橘一 ｜｜

てぅ Y̅言回日了1/T-
]惟|判と声再囹■

図5適用問題の記述

（9）考察
本実践では；単元における主な数学的な見方･考え方を根拠にして期待する児童の姿を設定し、それを基に変容する児童への指

導と評価を意図的､計画的に行うことによって､児童の数学的に考える資質･能力を育む授業を意図した｡授業時の児童の様相か
ら，数学的な資質･能力を育む授業を行う上で指導と評価の在り方や教師の役割に関して、次の示唆が得られた．
･単元における主たる数学的な見方･考え方を明確にし、その数学的な見方･考え方を基に期待する児童の姿を想定して開発した
教材を用いることにより児童の数学的な見方‘考え方を引き出すことができる。

．授業の終末1回で評価をするのではなく、45分間の授業の学習過程の各段階で評価規準を具体的に設定し､複数回､連続的に
評価することlこより、1時間で変容していく児童の実態に応じた手立てを講じることができる。

．授業終末における適用問題の解決の結果を評価、分析することにより、次時以降の指導の具体的な手立てを計画することがで
きる。

･学習過程の各段階で期待する児童の評価指標とそれぞれの児童に対する手立てを明確、かつ具体的に計画しておくことが、授
業時のより的確な児童の見取りや抽出、より妥当な指導方法の選択､判断につながる。

'評価に正対する振り返りをさせることが重要である。どの場面で、どのように教師が児童に働きかければよいか､その方策につ
いて研究の余地がある。

’
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険証授業21
授業者：台東区立浅草小学校横須賀咲子

(1)学年・単元名第4学年「変わり方調べ」
（2）単元の目標

伴って変わる二つの数量について、表を用いて調べたり式に表したりできるようにするとともに、
数学的表現を適切に活用して二つの数量の変化の特徴について考える力を養い、二つの数量の変化に
ついて考察した過程を振り返り、そのよさに気付き今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。
（3）評価規準

(4 )研究主題との関連

①本単元の数学的な見方・考え方
本単元で大切にしたい数学的な見方・考え方は次の⑮から⑤の3つである。
⑮伴って変わる二つの数量を見いだすb鮒の考え）

C伴って変わる二つの数量の間の、変化や対応の搬帷などの関係に着目する。（蝋の考え）
⑤いくつかのデータ仁つ⑦叡量の到上､対応)の間に共通して見られる触りを見出そうとし、見出した規則力弛
の数量でも成り立つだろうと#訓して、新い数量で確かめる。偏納的な考え方）

②単元を通した指導と評価
第1時には、時計盤の表と裏の時刻のきまりを見付ける過程で、表と裏の時刻を組み合わせたカー

ドを順序よく並べた方が見やすいという考えを引き出し、表を作るよさに気付かせていく。【C⑤】
第2時には、三角形の数を数えれば周りの長さもわかるという気付きを引き出せるよう、教材の提

示の仕方を工夫する。【⑮】また、第1時の学習を生かし「何かきまりがあるのではないか｣、きまり
を見付けるためには「数が小さい時を順に調べていけばよい」「表をかけばきまりが見付かりそうだ」
という考えを引き出せるよう、第1時の評価と授業内での見取りをもとに支援を講じていく。【O⑤】
第3時では、第2時までの評価をもとに手立てを計画する。第2時までの学習を生かして、伴って

変わる二つの数量に気付いているか、「きまりがあるかもしれない」「小さな段数を調べれば、きまり
を見付けられるかもしれない」という見方・考え方をしようとしているか、表を縦に見る、横に見る
という二つの数量の関係に着目できているかという3点を中心に､第2時にC評価だった児童に重点
をおいて見取り、支援していく。尚、第3時については、「（6）本時の指導」において具体的な評価
と手立てを記した。

14

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①伴って変わる二つの数

量の関係を、表を用い
て調べ、□や○を使っ
て式に表すことができ
る。

①伴って変わる二つの数量
関係を見出し、依存関係
があるかどうかという見
方で二つの数量の関係を
見ている。

②伴って変わる二つの数量
の関係に着目して、表や
式を用いて変化や対応の
特徴を説明している。

①表に表すことで変化の様子が捉えやす
くなることや、式を用いることで、対応
の特徴を簡潔に表すことができること
のよさに気付いている。

②伴って変わる二つの数量について､直接
調べにくい数量を知りたい時､調べやす
い他の数量を使って変化や対応の特徴
の規則性を見いだして調べるという過
程を振り返り、学習に活かそうとしてい
る。



( 5 )指導と評価の計画（全4時間）

ｰ

、

●学習活動◇期待する児童の姿 ・指導のための評価○評定のための評価

時
間 目標 ●主な学習活動 ◇期待する児童の姿

評価規準
知 繊
技 能

忠￥
判断
拠 現

E体的に
学腎に取り
組む態度

1 伴 って変わる二つの数
量の関係（和が 定）に
ついて、表を用いてその
関係を捉え、□や○を使
った式に表すことがで
きる。

●表が12時の時に､裏が1時に 囮 慰むなる時計盤を見て、時刻あて
ゲームをする。 ■ ” ， 面

。

●表と裏の時刻の対応をカードで表し、順序よく並べ
て表にする。

●変化のきまりや対応のきまりを調べる。
●見付けたきまりを式に表す。
●見付けたきまりを使って、表が口時の時の裏の時刻

を予想し、確かめる。

◇二つの数量には､何かきまりがあり
そうだという考えをもつ。

◇カードを順序よく並べて調べよう
とする。

◇表に表したり式に表したりするよ
さに気付く。

．② ．①

2 伴って変わる二つの数
量の関係（差が一定）に
ついて、表を用いてその
関係を捉え、□や○を使
った式に表すことがで
きる。

●正三角形が20個の時の
周 り の 長 さ を 求 め る と 込 ハ バ ム Ⅲ

。 | 空いう問題を捉える。
●数量が小さい時の正三角形と周りの長さの対応を
調べるために、表に表す。

●表を見て、変化や対応のきまりを見付ける。
●対応のきまりを式に表す。
●きまりの根拠を説明する。
●20個の時の周りの長さを求める。

◇正三角形の数と周りの長さは､伴っ
て変わる数量であることに気付く。

◇正三角形の数が少ない時を調べれ
ば､二つの数趾の関係が見つかるか
もしれないという考えをもつ。

◇表に表したり、式に表したりしよう
とする。

◇なぜそのようなきまりがあるのか、
図と対応させて確かめ、説明する。

①
②

●
 
● ○①

３
本
時

伴って変わる二つの数
量の関係（商が一定）に
ついて、表を用いてその
関係を捉え、□や○を使
った式に表すことがで
きる。

●階段が20段の時に必要
な棒の本数を求めると
いう問題を捉える。 L」仁に

● 数 量 が 小 さ い 時 の 段 数
、 角 _ Q

と棒の本数の対応を調べるために、表に表す。
●表を見て、変化や対応のきまりを見付ける。
●対応のきまりを式に表す。
●20段の時の棒の本数を求める。

◇段数と棒の本数は､伴って変わる数
量であることに気付く。

◇段数が少ない時を調べれば二つの
数量の関係が見付かるかもしれな
いという考えをもつ。

◇表に表したり、式に表したりする。

○①
○② ○②

4 学習内容の定着を確認
するとともに、数学的な
見方・考え方を振り返り
価値付ける。

●適用問題に取り組む。 ◇伴って変わる数厘の関係を表を用
いて調べ、式に表して、問題を解決
している。

○①



(6)本時の指導（3／4）
① 本時の目標

伴って変わる二つの数量の関係（商が一定）について、調べやすい数量に着目したり、表を用い
て変化や対応の関係に着目したりし、数量が多くて調べにくい時の求め方を考え、説明することが
できる。

②展開

’ ’
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学習
過程 学習活動T主な発問 C予想される児童の反応 ・留意点 ☆評価【観点】（評価方法）

★児童の見取りと手立て

課
題
把
握
 
自
力
解
決

1 伴って変わる二つの数量を見いだす。
T:映像のように同じ長さの棒を並べて､次のよう

な形を作りました。何が変わりましたか。
C1 :1段、2段･･･と変わりました。
C2:棒の数が変わりました。
T:そうですね。段数と棒の数が変わりましたね。

最後の図の棒は何本ありましたか。
C3：え！？数えていませんでした。
C4:もう一度見せてください。
C5 :いや、分かるかもしれない。4段だったか

ら ・ ・ ・
T:C4さんは、どうして分かるかもしれない、と

思ったのでしょう。
C6 : 4段だって分かればこういう図になるから

わかります。
T:段数がわかれば、棒の数もわかるのですね。

では、最後の図の棒の数は何本ですか。
Cn :16本です。
T;確かめてみましょう。

2 問題を把握し、見通しをもつ。
T:この階段を20段作る時､棒は何本にいります

か。
C n : え - 1
T:どうして「え-1」と思ったのですか。
C7:数えるのが大変そうだな、と思いました。
C8:でも、全部数えなくてもわかりそうです。
C9:何かきまりがありそうです。

3 自力解決する。
（自力解決①）
Ca: 1段から数段の図をかいて棒の本数を求め、

表に表して考えている。

|鷲:*｡  I駆駆躯
Cb：4段から数段の図をかいて棒の本数を求め、

表に表して考えている。

Cc : 4段の時に16本から類推(4の4倍が16 )
して、20段の時に80本（20の4倍が80）
と求めている。

Cd : 手を付けることができていない。

T:どうしてよいかわからずに困っている人がいま
す。どうしたらよいか、ヒントを出せる人はい
ますか。

C 6 : 小 さい数で試してみるといいと思います。

･棒が移動、増加して、階段が1段、2段と増
える映像を見せる。

『[  ,n" L｣E9  ,L!
､4段室毛見軽たぢ、映儀を消す。

・棒の数を数えなくても、段数が決まれば棒
の数も決まることを確認する。

･C6が図を黒板に図をかくのを途中でとめ、
全員にノートに図をかくよう促す。

☆【思①】（発言・観察）
A:4段だとわかれば、棒の本数もわかること

に気が付いている。
B :段数と棒の本数が変化していることを見

いだしている。
C:伴って変わる二量を見いだしていない。
．再び映像を見て、確認する。

☆【態②】（ノートの記述・観察）
A:段数が小さい時の棒の数を表に表し、きま

りを見出そうとしている。
B :段数が小さいときの棒の数を表に表して

いる。
または、4段の時の棒の数から類推して、
20段の時の本数を求めようとしている。

C;評価の児童の見取りと手立て
解決を進めることができていない。または、
20段の図をかこうとしている。

★【態②】
→B評価の児童のうちCcの児童には他の数
量の時にも本当にそうなるのか問いかけ、
他の数量で確かめてみるよう促す。（⑦と
関連）

→C評価の児童のうちCdの児童には個別に
は働きかけず、自力解決①を短く切り上げ
全体で困り感を共有する。

階段を20段作る時、棒は何本使うでしょう。

段の蚊（’ ’ 己 4 昌 一 も 7.』岡lg
ぽうの絃 卜1・自 ’16 泌 烈 泌・』ユZ ］ら
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討

C7:表にしてみると見えてきます。
T:では、続きの解決をしてみましょう。

（自力解決②）
Ca-1 :表を縦に見て、段数の4倍になっているこ

とから 2 0 × 4 = 8 0  8 0 本

C a - 2 : 表
を横に見て、4ずつ増えるから
4， 8， 1 2，．．． 7 2， 7 6， 8 0で
8 0cm
（4＋4 × 1 9＝8 0）

ｰ 豆 ご 写 ご

Cb-1 :表を縦に見て、段数の4倍になっているこ
と か ら 2 0 × 4 ＝ 8 0 8 0 本

Cb-2 :表を横に見て、4ずつ増えるから
1 6 ， 2 0 ， ． ． ． 7 2 ， 7 6 ， 8 0 で 8 0

本
（1 6＋4 × 1 6 = 8 0 )

Cc:  4段以外でも成り立つか確かめている。
Cd: 表を書いたが、関係が見いだせていない。
Ce: 表を書こうとするが、どの数量を上の段、

下の段に対応させるか見出していない。

4 考え方を出し合い、検討する。
T:Cdさんは、表を書いていましたね。黒板にそ

の表を書いてみてください。
T:Cdさんはなぜ表を書いたのでしょう。
C8:段数が少ない時なら図にかいてわかるから、
表に書いて、きまりがあるか見付けようとした
んだと思います。

C9 :何か関係がわかれば、20段の時も計算で求
められるからです。

T: Cdさんの気持ちと合っていますか？きまりは
見付かりましたか？

Cd:見付からなくて困りました。

T:では、きまりが見えた人、まだきまりが見えて
いない人に動作でヒントを出してください。

Ca-2 : (表を横に指さすような動作）
C n : あ ～ o
T : Ca-2さんは、どんなきまりを見付けたのでし

ょう。隣と人と話してみましょう。
T : Ca-2さんが見付けたきまりを言葉にしてくだ

さい。
C10 :段数が1増えると、周りの長さは4cm増え

ます。
T:図で言うと、どういうふうに増えているのでし

ょう。

Ca-1 :他のきまりもあります。
T:では、同じように動作でヒントを出してくださ

い。

Ca-1 : (表を縦に指さし､対応を見せるような動作）
Cn :あ～。
T : C a - 1さんは、どのようなきまりを見付けたの

謹圃

☆【思②】（ノートの記述）
A:表を横に見る見方､縦に見る見方の両方で

変化や対応のきまりを見付け、20段の時の
棒の数を求めている。

B :表を横に見る見方で変化の決まりを見付
けたり、縦に見る見方で対応のきまりを見
付けたりし、20段の時の棒の数を求めてい
る。

C:表を書いたが､関係を見いだすことができ
ていない。または、表を書こうとするが、
表の書き方に困難がある。

★【思②】
→A評価の児童には、なぜそのようなきまり

が成り立つのかを考え、説明してみるよう
促す。

→C評価の児童のうちCdの児童には、前の
掲示物、ノートを振り返るよう促し、表を
横や縦に見て規則を見出してきたことを想
起させる。

→C評価の児童のうちCeの児童には、板書
を振り返らせ、段数と棒の数が伴って変わ
っていたことを確認する。

・表を何段まで書くかについて、児童と相談
して決める。（20段まですべて書く必要は
ないこと、きまりが確かかどうかを確かめ
るためには複数必要なことをおさえる｡）

★【思】自力解決②におけるCdの表から取
り上げ、きまりを見いだすことができてい
る児童が動作などでヒントを出すことで、
きまりを発見させる。

･言葉ではなく、Ca- 1やCa-2に記した表の
矢印の動きを指で表させる。

★【思】表が横に見る見方ができているかど
うかを見取る。ここで、横に見ることがで
きていなかった児童は、適用問題に取り組
んでいる際に重点的に見取り、支援する。

・黒板上で棒の操作をさせ、図においても4
本ずつ増えていることを確認する。

★【思】表が縦に見る見方ができているかど
うかを見取る。ここで、縦に見ることがで

段の舷（段）・”
0瓦うの鮫（半）苧 畷|鰯

陵の陵（段）・-

ぼ う の 駁 1 本 1 ←

1．

4 ｰ
沙
座

３
 
暇

牛
鵬 廟H
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でしょう。隣の人と話してみましょう。
T : Ca-1さんが見付けたきまりを言葉にしてくだ

さい。
C11 : Ca-2さんのきまりは表を横に見ていたけれ

ど、縦に見ると、周りの長さは段数の4倍にな
っています。

T:まだ、首をかしげている人がいますよ。
C12 :例えば、2段の時は8本で2×4になってい

て、3段の時は12本で3×4になっています。
全部、段数×4になっています。

T:前の時間までに学習した、表を横にみる見方と
縦に見る見方で2つのきまりが見付かりました
ね。このきまりから、20段の時はどうやって求
めたらいいのでしょう。自分が考えていなかっ
た方で、どうやって求めたらいいか考えてみま
しょう。

C13 ; Ca-2さんの方は、4ずつ増えていくから、4
段のところから4ずつ増やしていって80本に
なります。

C14 :式でもできます。1段のところから4ずつ増
えると、4は1 9回増えるから・・・

T:  C 1 4さんの言いたいことはどういうことです
か？

C15: (表に矢印を書き込みながら）これが、19回
あるということ。だから増えるのは4×19です。

T:C14さん、続きをどうぞ。
C14: 4のところから、4×19で76増えるから、4

＋76で80になります。

C15 :こちらのCa - l さんのは、さっき言っていた
みたいに段数×4が棒の本数になっているから、
20×4で80です。

T:では、本当に80本かどうか確かめてみましょ
う。

5 適用問題を解き、学習をまとめる。
T:今日の問題を解く時に、役立つなあと思った考

えはどんな考えかを振り返って、ノートに振り
返りを書きましょう。

C16 :数が多くて求めづらい時は、表を書いてきま
りを見付けて、計算で求めればいい。

C17 :数が多くて求めづらい時は、数が小さい時を
考えて表を書き、表を縦に見たり横に見たりし
てきまりを見付ければよい。

T:このような階段10段だったら、棒の本数は何
本になるでしょう。

Cn :(適用問題を解く。）
・〈適用問題〉階段が左右にある場合の10段の時
の棒の本数を求める問題

一

l - l --
l ’

’ 一 - 可
’’ - - - - - _ヨ

｜ ’

きていなかった児童は、適用問題に取り組
んでいる際に重点的に見取り、支援する。

児童から、なぜ4ずつ増えるか、なぜ段数
×4になっているかに関する発言や眩きが
あった場合には取り上げる。出されない場
合は取り上げない。（図）

廐可｡③寸
l - 1 q I l 今
Ix4        2×4

Ca-2の表を横に見る見方について、式に表
す考えが出てこない場合は取り上げない。

･映像で20段の時の本数を確認する。

★【思】検討場面で、表を縦に見たり横に見
たりする見方を説明できていなかった児童
を中心に見取る。今までの解決の過程を振
り返り、表を横に見たり縦に見たりする矢
印を書き加えてみるよう促す。

☆【態②】（観察・ノートの記述）
B:段数が少ない場合を調べて表に表し、変化
や対応の特徴の規則性を見いだそうとして
いる。

C:段数が少ない場合を調べたり、表に表した
りしようとしていない。

☆【思①②】（ノートの記述）
A:依存関係にある二つの数量を見いだし、

表や式を用いて変化や対応のきまりを説明
し、10段の時の棒の本数を求めている。

B:依存関係にある二つの数量を見いだし、表
を用いて10段の時の棒の本数を求めてい
る。

C : 表を書いたが、関係を見いだすことができ
ていない。または、表を書こうとするが、
表の書き方に困難がある。

J劃
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(7)協議会記録
･☆をどのくらい見取ることができたか。そこをきちんと見取った上で進めていくことが必要ではない
か。本時の授業において、どのように見取るつもりだったのか。

→発言や反応から全員を見取るには難しいと感じていた。見通しにおいて「何が変わったか」とい
うことをノートに書かせることで、後からその時の見取りをすればよいと考えていた。

･見通しの中で、迷っている子の考えを修正し、表のよさを体感させられたらよかった。何段あっても
わかるということをもう少し検討できれば、考え方に収束していけたと思う。自力解決の時に、どん
な方法を使えばよいのかを選択させる場面があってもよい。

･表を書いていなくても「どうしてわかったの？」と問いかけることで、「表を書いた」とか「頭の中
に思い浮かべた」などと発言が出たと思う。表が大事なのではなく、順序よく考えたということが大
事なのではないか。

･発表の順を工夫し、式で説明した児童の考えを、図や表で説明したり、関連付けて表現し直したりす
ることで、「みんなができた」という検討になったのではないか。本時の学習のゴールがぶれてしま
わないように気を付けたい。

･本時のねらいが明確になっていない部分があった。そこをどう進めたらねらいが焦点化されていくの
か検討を図っていきたい。しっかりと課題を明らかにして、今後に生かしていってもらいたい。

（8）指導の様子
【第3時（本時）の授業の様子と評価】
自力解決で、表を書いている児童は1／3程度であった。演鐸的に説明をして求めようとしている児

童が1／3程度、図をかいて求めようとしている児童が1／3程度いた。第1，2時の振り返りにおいて
「表を書いて、表を縦に見ると求めやすい」と書いている児童が多くいたが、そのように記述している

児童の中にも表を書かずに求めようとしている児童が多くいた。また、表を書いている児童の中にも、
20段まで表を書き続ける児童がいた。

表を用いて解くことのよさや、表からきまりを見いだして式に表して解くことのよさを、児童が十分
に実感していないことが見て取れた。
検討場面では、自力解決において表を書いてはみたものの、その先どのようにしてよいか分からず困

っていた児童の表から取り上げた。

自力解決場面で表を用いる児童が少なかったにもかかわらず、表から取り上げたのは、表と図や演緤
的な説明を結び付けることで、20段の図を最後までかけずにいた児童が「小さい段数の図をかいて表
をつくれば、20段すべての図をかく必要がない」と表の有用性に気付いたり、演鐸的に求めようとし
てたどりつけなかった児童が、演鐸的には説明しづらい時に、表で求めることのよさを実感したりする
のではないかと考えたためである。

そして、表から見えることを全体で検討していった。初めに、表を横に見ると4ずつ増えていること
が出された。次に、表を縦に見て段数に4をかけると棒の本数になっていることが出された。さらに、
他のきまりを見付けたという児童の発言もあった。他のきまりを見付けたという児童は、「なんのため
にきまりを見付けるのか」という目的意識が薄く、きまりを見付けることそのものの楽しさになってし
まっているのだろうと見取った。そこで、あまり深くは取り上げずに切り上げた。
その後、演緯的に説明して求めている児童の説明を取り上げた。
一人目の児童は、階段状の横の棒をすべて上に移動し、縦の棒をすべて左に移動すると、正方形がで

きるから、4×段数求められるという説明であった。これは表を縦に見る見方と結び付けた。
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二人目の児童は、1段増えるとどの部分の棒が増えるかを説明した。1段増えるごとに4本ずつ増え
ることが説明でき、こちらは表を横に見る見た方と結び付いた。
階段が20段の時、棒は80本必要なことを確認した。
【評価を生かした次時の指導】
本時において適用問題までできなかったため、次時に適用問題を解くところから始めた。当初予定し

ていた「10段の時の棒の本数」を問うのでなく、「口段の時の棒の本数」とし、一人一人に設定させた。
本時の指導の評価から「10段では、図にかいても求められる段数であるため、表をかくことにつながら
ない児童がいること」「表を書き続けられる数量であるため、式のよさを感じづらいこと」「一方で大き
な数を設定してしまうと、手を付けられない児童がいること」を考慮したためである。
そのことにより、本時では3割程度であった表をかく児童が、8割程度まで増えた。
28名中3名の児童が、手を付けられずにいた。この3名は、本時においては図をかいて求めようと

していた2名と、表を書いてみたもののその後どうしてよいか分からず困っていた児童1名である。適
用問題では「表を書きたいが、どう書いてよいかわからない」と話し、1段の図を一緒にかいて表に数
を入れる、2段の図を一緒にかいて表に数を入れる・・・を繰り返す支援を行った。その後の練習問題
においても、自分で表をかくことは難しかったため、「思考・判断・表現」を「努力を要する」と評価
した。

初め10段程度に設定していた児童は、その時の本数を求めることができると、さらに大きな数を設
定し、段数がどんなに大きくなっても求められることを見いだしていた。その児童達の振り返りには、
「式に表せば、数がどんなに大きくなっても求められる」と、式に表すよさを実感している記述が見ら

れた。

【児童のノートをもとにした評価】

k児のﾉー ﾄ｜
〈 第 2 時 の 自 力 解 決 〉 〈 第 2 時 の 振 り 返 り 〉

K児は第2時の自力解決において、すべて図にかいて本数を求めていた。しかし、検討場面で、表
を書いてきまりを見付け求めるという友達の方法のよさに気付き、振り返りにおいては「次にやって

みよう」と記述した。

〈 第 3 時 の 自 力 解 決 〉 〈 第

4時刷職誓蕊人州い引適用問題での自力解決》
fwQも･余,，今メレルバ･･･
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第3時では、第2時の振り返りで記述している
通り、表を用いて表を横に見たり縦に見たりして
解決している。しかし、表を20段まで書き続け
ており、表から見付けたきまりを式に表して求め
るところまでは至っていない。

第4時に取り組んだ適用問題では、4段まで図
と表を書き、その後計算で棒の本数を求めてい
る。第4時の振り返りには右のように「表を作っ
て法則を見付け、計算するとわかりやすい」との

1
かり戸す＄1，
〈-杁靭軌､，

た

記述があった。さらに、計算で解決できたK児は、表で見付けたきまりを演鐸的に説明していた。
K児の第3時における「思考・判断・表現」の評価は「満足できる状況」であったが、第4時にお

ける評価は「十分満足できる」状況とした。また、「主体的に学習に取り組む態度」についても、自
分の学習を振り返り、友達の考えのよさを取り入れ生かす様子が見られたため、「十分満足できる」
状況とした。

’児のノート｜
< 第 2 時 の 振 り 返 り 〉 〈 第 3 時 の 自 力 解 決 〉 〈 第 4 時 の 自 力 解 決 〉

旗弓し'伽皇寅が､巾州
碇熊砲'〃"'傭わ'燦‘

I児は、第2時の振り返りにおいて「表を縦
に見た方が分かりやすい」と記述している。
第3時において表のようなものを書いている

岬が、途中で混乱し解決には至っていない。第
4時になると、段数と棒の本数を上下に区切った表を書いて整理することで、自分で定めた11段の時
の本数を求めることができた。しかし、表から見付けたきまりを式にし、計算で求めるまでには至って
いない。そこで第3時には「努力を要する」だった「思考・判断・表現」の評価を、第4時は「おおむ
ね満足できる」と評価した。
（9）考察
本実践を通して、次のような示唆が得られた。

・評価規準を明確にし､予めそれぞれの基準(A､B､C)の児童の様相を明らかにしておくことにより、
授業内において児童の様相を素早く見取り、ふさわしい手立てを講じることができる。

・授業や単元の終末で1回のみ評価するのではなく、1時間の授業内でも単元の中でも繰り返し評価を
することにより、単元を通した児童の変容を見取ることができる。そして、変容に合わせた手立てを
講じたり、指導計画そのものを見直したりすることができる。また、毎時間全員を評価するのではな
く、前の時間に「努力を要する」だった児童を次時に中心的を見取るなど、軽重をつけることが可能
になる。

・指導と評価の計画を立てる際には、既習単元における児童の実態を把握することが必要である。その
ために、実践した単元での児童の変容の記録、評価を残しておけば、今後指導する単元の計画に活か
し、より計画的、意図的に数学的な資質・能力を育む授業をすることができるだろう。

<第4時の振り返り〉 〈第4時自力解決〉

毒
つく-ﾉて註
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り わ ざ I
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Ⅶ 実 践 事 例
｜実践事例'｜

授 業 者 ： 八 王 子 市 立 恩 方 第 一 小 学 校 坂 上 裕 久

（1）学年・単元名第5学年「割合」
（2）単元の目標

割合について、その意味や百分率などの表し方を理解し、割合を使った問題や割合が増減する問題
を解決することを通して、割合の見方・考え方を深めるとともに牛活や学習に活用しようとする態度
を養う。

（3）評価規準

（4）単元について

C ( 3 ) 割 合
（3）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。
ア次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があ

ることを理解すること。
（イ）百分率を用いた表し方を理解し、割合などを求めること。
イ次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア）日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある二つの数量の関係と

別の二つの数量の関係との比べ方を考察し、それを日常生活に生かすこと。

2 2

知識及び技能 考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
・割合の意味と表し方を理解
し、百分率などを用いて数量の
関係を正しくとらえて計算処
理することができる。

・割合を用いて、数量の関係を
考えたり、比較したりすること
ができる。また､割合の和や差、
積を考えて問題を解くことが
できる。

･割合で考えたり比較したりす
ることのよさを知り、これを用
いて数量の関係を判断しよう
とする。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り； む態度
①基準量、比較量、割合の関係

を捉え、目的に応じてある量
を求めることができる。

②百分率の意味を理解し、割合
を百分率で表したり、百分率
から基準量、比較量を求めた
りすることができる。

③日常生活において、ある二つ
の数量の関係と別の二つの
数量の関係とを比べる場合
に、割合を用いる場合がある
ことを理解している。

①ある量を基準量にして、比較
量が基準量の何倍にあたる
かを図に表して考えている。

②全体量を Iと見て、基準量と
割合の関係を図に表し、比較
量の求め方を考えている。

③全体量を lと見て、比較量と
割合の関係を図に表し、基準
量の求め方を考えている。

④割合（百分率）の増減を図に
表し、基準量の何倍が比較塁
になるかを考えたり説明し
たりしている。

⑤日常生活における数量関係
に着目し、図や式などを用い
て、ある二つの数量の関係と
別の二つの数量の関係との
比べ方を考察し、それを日常
生活に生かしている。

①基瀬量、比較量、割合の関係
に着目し、目的に応じた求め
方を考えようとしている。

②割合の増減を捉え、百分率で
表そうとしている。

③日常生活において、割合が活
用されている場面を振り返
り、学習したことを生活に活
用しようとしている。



第4学年では、簡単な場合について、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合
に「割合」を用いる場合があることを理解し、二つの数量の関係に着目しながら、図や式などを用いて、
二つの数量の関係どうしを「整数倍」に表して比べる学習をしてきた。
第5学年では、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に、割合を「整数倍」

から「小数倍」へと考察の範囲を広げながら、「百分率」についても理解していく。その際、二つの数量
の関係に着目し、図や式などを用いて考察し、日常生活に生かす力を伸ばしていく。

本単元を指導する上で、児童が「倍で比べる」見方・考え方の必要性や「割合」を用いた比べ方のよ
さを感じさせていきたい。また、何を基準量とし、何を比較量とするのかを考えたり、基準量を「1」
と見る見方・考え方を働かせたりしながら、考察の方法や結果を批判的に振り返り、よりよく問題解決
する態度を養っていきたい。

（5）研究主題との関連
①本単元の数学的な見方・考え方

本単元で大切にしたい数学的な見方・考え方は、以下の二つである。

⑦目的に応じて、何を基準量とし、何を比較量とすると着目する。（単位の考え）
④基準量を「1」と見て、比較量が基準量の何倍にあたるかを考える。（割合の考え）

このような数学的な見方・考え方を基に、働かせる児童の姿から期待する児童の姿を想定し、指
導計画を立てる。

②単元を通した指導と評価
本研究では、数学的な資質・能力を育むために指導と評価の一体化の実現を目指す。そこで、単

元全体の各観点で定めた評価規準を「次の指導に生かすための評価（・）」と「到達状況を分析し評
定に生かす評価（○)」に区別して計画し、実践する。
第1時では、「希望が通りにくいクラブはどれか」という問題を設定し、希望者数（比較量）を比

べ、人数の差だけでは決められないことを実感した上で、定員の数（基準屋）を提示し、比較量は

基準量の何倍になっているのかを考えられるようにする。【④】
第2～4時では、ある二つの数量と別の二つの数量を比べ、比較量は基準量の何倍になっている

のかを図・式・言葉を用いて考えられるようにする。【④】
第5時～第8時では、百分率を使い、日常生活の場面で割合を活用しながら問題解決できるよう

にしていく。【⑦．④】

③本時における数学的な見方・考え方を働かせるための教師の役割
本時における教師の役割は次の4点である。

ア 学習で大切な数学的な見方・考え方を働かせている児童の様相に着目する。
イ 割合のよさを実感できるよう、「差で比べる」見方にも触れる。
ウ 比較量が基準量の何倍にあたるかを捉えるために、図・式・言葉を関連させながら児童に

説明させる。
エ 数学のよさを実感できる振り返りの場を設定する。
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（6）指導と評価の計画（全9時間） ●学習活動 ◇期待する児童の姿 ・指導のための評価 ○評定のための評価

’

函
心

時
間 目標 ●主な学習活動 ◇期待する児童の姿

評価規準

知識
技能

思考
判断
表現

主体的に
学習に取り
組む態度

１
本
時

割合の意味について理解し、ある
二つの数量関係と比べ方を考え
る。

● ク ラ
●定員

あた
●「割

… 織 壱 … 胴 躬 く る 。
をもとにして､希望者が何倍に
るのかを図を用いて調べる。
合」の意味を理解する。

◇割合をもとに､希望するクラブの入りにくさ
を比べている。

◇差では比べられない数もあることに気付く．
◇目的に応じて、何を比較量とし、何を基準量

とするのかを考える。
◇定員を1と見て､希望者が定員の何倍にあた

るのかを、図を用いて考えようとしている。

○ ① ．①

2 ある数を1と見て、全体と部分、
部分と部分の数量関係を考える。

●音楽発表会での全体の人数をもと
にしたときの楽器を演奏した人数
の割合を求める。

●歌をうたった人数の割合を求める。
●歌の人数は楽器の人数の何倍かを

求める。

ひ至啄の人数を1と見て、楽器・歌の人数がそ
れぞれ全体量の何倍にあたるのかを､図を用
いて考える。

◇目的に応じて、何を比較量とし、何を基準量
とするのかを考え、割合を求める。

．②

3 全体と部分という関係を捉え、基
準量と割合から、比較量の求め方
を考える。

r 雁 至 翻 筒 り た 本 の 冊 E … 鯛 の
数と割合から求める。

側 E … 調 を 1 と
を図に整理し、
め方を考える。

見て､全体の数と割合の関係
5年生が借りた本の冊数の求

○②

4 全体と部分という関係を捉え、比
較量と割合から、基準量の求め方
を考える。

今 日 図 書 室 を 利 用 し た 5 年 生 の 人
数を、昨日の人数と割合から求め
る。

◇昨日の人数を1と見て､昨日の人数と割否の
関係を図に整理し､今日図書室を利用した人
数の求め方を考える。

．α） ○③ ○①

5 百分率の表し方や、百分率と小数
倍との関係について考える。

●ある商店の大売出しで買ったマフ
ラーの元値と代金から割合を求め､百
分率に表す。

◇比齪臺髄蓮蟄壼mm I闇にあたるのかを考え
ようとしている。

◇1をもとにする割合から100をもとにする
百分率に表そうとしている。

．④ . ②

6 割合(百分率）の増減を考えて、基
準量の求め方を考える。

●百分率を使ってざ価金から元値を求
める。
●百分率を使って､学校の敷地に占め

る運動場の面積を求める。

◇百分率から割合§割合から百分率と目的に応
じて表し方を変えている。

．④

7 割合(百分率）の増減を考えて、比
較量の求め方を考える。

●カメラの元値と割引き率から
を求める。

◇割引率（○％引き）を（1-p）として捉え
て考える。

. ② ○④ ○②

8 日常生活の場面で、ある二つの数
量の関係と別の二つの数量の関係
との比べ方を考える。

● プ リ ン タ ー の 代 金 と 割 引 率 か ら 元
値を求める。

●割合を使う場面を日常生活の中か
ら探す。

◇割引率を使って日常生活の場面で活用しよ
うとしている。

◇目的に応じて数量の関係を､図を用いて考え
る。

. ③ ○⑤ ○③

9 学習内容の定着を確認する。 学習内容のまとめの問題や日常生
活の中で割合を使う問題に取り組
む。

◇ あ る 二 つ の 数 置 m " 1 9 鋤 の 二 つ の
関係を、割合を用いて解決している。

○①②
③



（7）本時の指導（1／9）
①本時の目標
割合の意味について理解し、ある二つの数量関係と比べ方を考える。

②本時の展開

’

’
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学習
過程

学習活動 T主な発問 C予想される児童の反応
・留意点☆評価【観点】（評価方法）
★児童の見取りと手立て

問
題
把
握
・
課
題
発
見

1 問題を把握し、解決の見通しをもつ。
T：ある学校でクラブの希望調査をしました。

C1：サッカーが一番多いです。

C2：卓球は希望者が少ないから希望が通りやすい
です。

T：じゃあ一番希望が通りにくいのは、サッカーで
すね。

C3：いや、定員が分からないと、何人まで希望して
いいか分からないです。

T：そうですね、定員を教えてなかったね。
C4：10人あふれている。
C5：2倍だ。
T：2倍とはどういうことですか？
C6：20÷10＝2（倍）
T：図にすると、どうなりますか？
C 7 ： ＜パスケットポール＞

希盟指

定 員

T : では、次のサッカーは定員の何倍になっている

のか、調べてみましょう。
|定員の何倍になっているのか調べよう’

0 1 2 （ 倍 ）

20人

･定員の部分を隠す。

･希望者数のみ提示し、定員がないと競
争倍率の意識が芽生えないことを実
感させる。

☆基準量､比較量､割合の関係に着目し、
目的に応じた求め方を考えようとし
ている。【主①】（発言）

A:2倍(割合をもとに、希望するクラブ
の入りにくさを考えている｡）

B: 10人（差で考えている）
C:反応しない。分からない。
★「2倍」を扱うことで、割合の見方に

入らせる。

★「2倍」とはどういうことか、テープ
図を重ねて確認する。
1 1

＝

帝望者が通りにくいクラブはどれでしょう。
種 目 希望者（人） 定員（人）

バスケットボール 20 10

サ ッ カ ー 30 20

陸 上 16 20

卓 球 10 5
●
。
①

。
●
■

●

白

種目 希望者（人） 定員（人）
バスケットボール 20 10

サッカー 30 20

陸 上 16 20

卓 球 10 ■
Ｄ
も

●
Ｄ
Ｂ

●
●
曲

●
●
●



i20人

2 6

自
力
解
決

2 自力解決をする。

Ca：定員を基準量、希望者を比較量として式で考え
ている。

Cb：数量の倍関係を図で考えている。
サッカー30÷20=1.5（倍）

＜ サ カ ー ＞

輪望者

定 貝

Cc：手が付けられない。
0 1 ロ （ 倍 ）

30人

☆ある量を基準量にして、比較量が基準
量の何倍にあたるかを図に表して考え
ている。【思①】（ノート）
A：式と図を書いている。

B：式または図のみを書いている。
C；解決の途中で止まってしまう。
★テープ図を配り、数量にあたる大きさ

に色を塗らせ、数量関係を捉えさせ
る
〃ソ‘リー

。

刷望卜

で 偶

O i l l ヤ

集
団
検
討

3 考え方を出し合い、検討する。
T：Caさんは、式で考えていましたね。どんな式に

Ca：30÷20=1.5（倍）
なりましたか？

T：この答えの1．5はどんな数でしょう？隣の人と

Cb：

話し合ってみましょう。
＜サッカー＞

輪望者

定 貝

T：Cbさんは、C8さんにこの図を使って説明して
いました

0 1 ロ （ 倍 ）

Cbさんがどんな説明をしていたか、隣の人と話

C8：定員が20人なので、1にします｡希望者が30
し合ってみましょう。

。

人なので口倍にします。式は、

T：では、この2つの図を比べて似ているところは
20×□＝30 □＝30÷20＝1.5になります。

パ ス ヶ ト ポ ー ル >

30人

どこでしょう。
凸 ■ g

定 日

C9：似ているところは、定員のところが「1倍」に
なっていることです。

T：人数が違うけど、どちらも「1」と見ているので
すね。

C10：希望者と定員の数の差がどちらも10人です。
T:同じ差でも倍で見るとその違いが分かりますね。

p                     I

2 0 人

＜ サ 力 ＞

-

Z （ 鴨 】

輔 望 令

定 品

0 1

|調ネ
I

･図を使って説明させる活動を全員に経
験させる。

･どちらも基準量を「1」と見て、比較
量が基準量の何倍にあたるかと考え
ていることを確認する。

･差が同じ場合、倍の見方の方が比べや
すいことを確認する。

（倍）

種 目 希望者（人） 定員（人）
バスケットボール 20 10

サ ッ カ ー 3 0 2 0

陸 上 16 運

蕊
̅

卓球 10
。

●

骨

旬
ａ
●

Ｉ
Ｉ
７
ｉ

20人

2

2

＝=、
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ま
と
め
・
適
用

4 学習したことを振り返り、適用問題を解く。
T：ある量（定員）をもとにして、比べる量（希望

者数)の何倍にあたるかを｢割合」といいます。

C11：定員×□＝希望者数
言葉の式にすると、どうなりますか？

Cl2：□を求めるにはどうするの？

C13：希望者数÷定員で□が分かる。
T：そうですね。希望者数のことを「比べる量｣、定

貝のことを「もとにする量」といい、何倍にあ
たるかを「割合」といいます。

＝

もとにする量×割合＝比べる量

では、他のクラブも見て見ましょう。

C14 :陸上 20×□=16
□＝16 ÷ 2 0 = 0 . 8

T: 4つのクラブでは、どの順に入りにくいですか。
C16 :バスケットボールと卓球はどちらも割合が2

になっているから、一番希望が通りにくい。

C17 :次にサッカー、そして陸上の順になっている
ね。

☆ある量を基準量にして、比較量が基準
量の何倍にあたるかを図に表して考
えている。【思①】（ノート）

A：式と図で表している。（テープ図・口

B：式で表している。（わり算）
を使ったかけ算今わり算）

C：自力で立式まで考えられない。
★立式ができない児童には、以下の図を
渡し、演算決定ができるようにする。

町

一

. ノ

理宵

菌

★定員が基準量、希望者が比較量である
0 ！ 暦 ）

ことをテープ図をもとに確認する。

割合＝比べる量÷もとにする壜

種 目 希望者（人） 定員（人）
バスケットボール 20 10

サ ッ カ ー 30 20

陸 上 16 2 0

卓球 10 5
●
号
号

■
凸
■

や
守
凸

Ⅲ

鷺



（8）指導の様子
【授業の様子と評価①】
本時では、希望が通りにくいクラブはどれかを考える問題で、プレゼン

テーションソフトで希望する人数だけを提示した。すると、児童から「人
数だけでは決められない」「指定された人数によって変わる｡」「指定の人
数を超えると入れなくなる｡」と、基準量によって入りにくさが変わって
くるというつぶやきが出た。
そして、バスケットボールの定員が10名であることを伝えると、
①バスケットボール「20人中10人しか入れない｡」…差の見方
②「2人のうち1人が落ちる」…割合の見方

③「100％中の50％」「分数にすると』-2」…割合の見方ではあるが、
2 0

倍関係が正しく捉えられていない

の3通りの反応が見られた。このことから、児童は「基準量の2倍」と捉えることができていないと
評価し、割合の学習を進めるに当たって全体での確認が必要であると判断した。
【評価①を生かした指導①】

＜ バ ス ケ ッ ト 兼 - ル ＞

なっていることに気付き、「20÷10 ===2」に修正した。 0 1 2 （倍）

1

次に、「2」の意味について隣同士で話し合わせると、「100%中の2％？」とつぶやく児童がおり、「2」
の意味を「2倍」と捉えられていないことが分かった。
そこで、テープ図を提示し重ね合わせ、倍関係を視覚的に捉えさせた。分からないところを□にする

と、「10×□=20  D=20÷10=2」「そういうことだったんだI希望者が定員の2倍になっているって
ことだ！」と、「2」という数値の意味理解につなげることができた。
そして、「もし、サッカーもバスケットボールと同じだったら定員は15でしよ？」と、次の問題の見

通しをもつ子も出てきた。「比較量は基準量の2倍」の理解は、数字だけでは難しいことが分かり、図の
必要性を改めて実感した。
【授業の様子と評価②】
自力解決では、サッカーの希望者は定員の何倍かを調べた。バスケットボールをもとに、テープ図→

立式で進める児童がほとんどで、2名、手が止まっていた児童がいた。
【評価②を生かした指導②】
テープ図がかけない児童には、右のプリントを配付し、色を塗りながら、二つの数量関係をテープ図

卜 ’ カ ー

に表せるようにした。 付,31台

【授業の様子と評価③】 迄 に

検討場面では、なぜ30÷20の式になったのかを説明させた。
A児「20×□＝30 だから□を求める式は、□＝30÷20」
B児「定員×□＝希望者だから20×□＝30 口＝30÷20」
の順で意図的に指名し、言葉の式にも結び付けられるようにした。また

l21111      l      ll      l      l

|君 | l l l l l      I

の順で意図的に指名し、言葉の式にも結び付けられるようにした。また、差の見方でも見ることができ

るという児童もいた。
C児「30-20＝1010人入れない」
という考えを取り上げると、「希望者一定員もできるよ｡」と発言したので、「バスケットボールとサッカ

28

導入で上記のような反応が見られたので、まずは③の誤答を取り 希鑑
上げ、「半分の人しか入れない？」と問うと、基準量と比較量が逆に運員

なっていることに気付き、「20÷10 =4=2」

■

'20人

《】 【 戸 1

種 目 希望者（人）
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 20

サ ッ カ ー 3 0

陸上 16

卓 球 10
●

●

●

種目 希望者（人） 定員（人）
パ ス ケ ヮ ト ボ ー ル 20 10

サッカー 30 20

陸 上 16 20

卓 球 10 5
車

■

■

●

早

旬

◆



-の差はどちらも10人。この10人は同じくらい希望が通りにくいと言っていいですか？」と問い返
し、同じ差では希望の通りにくさは判断できないことを実感させた。そして、「どちらの方が入りやすい
ですか？」と問うと、「サッカーの方が入りやすい。入れる確率が高い｡」「バスケットボールは2倍、サ
ッカーは1．5倍。バスケットボールの方が、希望者が混んでいる｡」「定員の数と希望者の数を見ると分
かる｡」という反応が見られ､倍の大きさ(割合)で比較すると入りにくさが判断できることを確認した。
適用問題では、陸上「20×□＝16 口＝16÷20＝0.8（倍)」を扱い、評価を行った。1に満たない0．8

倍は、「希望者は少ないという感覚」を確認し、授業を終えた。

【児童のノートをもとにした評価】
本学級は、問題場面を図に整理することが苦手な児童が多いため、図をかき、立式する活動を、単元

を通して取り組ませた。本時では、「思考・判断・表現」の評価を、自力解決の場面と適用問題に取り組
む場面の2回行い、児童の思考の変容を見取るようにした。

＜ノート①＞
この児童は、まずサッカーの希望者と定員の関係を、テープ図→□を使

ったかけ算→わり算の順に表すことができている。
次に、適用問題である陸上の希望者と定員の関係でも、基準量と比較量

の関係をテープ図に的確に表し、割合を求めることができている。このこ
とから、問題に応じて適切にテープ図に表し、二つの数量関係から割合を
導き出すことができていると評価し、「思考･判断･表現」の総括的な評価
は「十分満足できる」状況とした。

＜ノート②＞
この児童は、最初手が付けられずにいたが、右図の

プリントを配付すると、サッカーの希望者と定員の数
量を塗りながらテープ図を完成させることができた。
二つの数量をテープ図に表し、立式して考えていると
評価し、「思考・判断・表現」の総括的な評価は「おお
むね満足できる」状況とした。

（9）考察
本実践では、単元を通して、授業中や授業後に意図的に評価場面を設定し、個に応じて適切に手立て

を講じることで、数量関係を図に整理して考える児童が増えてきた。また、新たな問題場面に出会った
ときに、「まず図に表してみよう」と挑戦し、最後まで粘り強く問題解決に取り組むことができるように
なったことが成果である。
一方、授業後の定着度に差が見られ、時間が経つと忘れてしまい、立式や計算でつまずいてしまう児

童が見られ、課題を感じた。指導と評価の積み重ねが児童の確実な定着に結び付くよう、さらに研究を
深めていきたい。
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庚践事例21

（3）評価規準

授 業 者 ： 世 田 谷 区 立 笹 原 小 学 校 大 橋 佑 基

（1）学年・単元名 第4学年「くらべ方」
（2）単元の目標

簡単な場合について、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用
いる場合があることを知り、図や式などを用いて、それらの関係の比べ方を考察する力を身に付け

る。また、その過程において、比べ方について多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考え
る態度を養う。

（4）単元について

本単元は学習指導要領解説算数編において、次のように位置付けられている。
C ( 2 ) 簡単な場合についての割合
（2）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）簡単な場合について、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合
に割合を用いる場合があることを知ること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア） 日常の事象のおける数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある二つの数量の関

係と別の二つの数量の関係との比べ方を考察すること。
二つの数量の関係を比べる方法には、大きく分けて、差でみる場合と割合でみる場合がある。これ

までの学習や日常場面では、差で比べる場合を多く経験してきている。一方、割合の基礎となる経験

には、2学年の乗法としての「倍」の学習、3学年の除法を用いて何倍かを求めること、「4倍という
のは、3mを1とみたとき、12mが4にあたるということを表している」という見方などがある。

本単元では、AとBという二つの数量の関係と、CとDという二つの数量の関係を比べる場合に、
割合で見て比べることを指導する。このとき、割合を表す数値は整数になる場合を扱う。数量の関係
を視覚的に捉えられるようにすることで、割合とは、基準量を単位として比較量の大きさを測定して
いるというイメージをつかませるようにしたい。

30

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
･簡単な場合について、ある二
つの数量の関係と別の二つ
の数量の関係を比べる場合
に､割合がいつでも変わらな
い場合は､割合を用いて比べ
られることを知り、割合を用
いて比べることができる。

･簡単な場合について、日常の
事象における数量の関係に
着目し、図や式などを用い
て､ある二つの数量の関係と
別の二つの数量の関係との
比べ方を考察し､場面にあっ
た比べ方を判断している。

･簡単な場合について、ある二
つの数量の関係と別の二つ
の数量の関係との比べ方を、
場面に即して判断したり、生
活や学習場面に活用したり
しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
簡単な場合について、ある二
つの数量の関係と別の二つ
の数量の関係とを比べる場
合に割合を用いる場合があ
ることを理解している。

①ある二つの数量の関係と別
の二つの数量の関係を図や
式などに表し､場面にあった
比べ方を考えている。

②ゴムひもの伸ばし方を図や
式などに表し､同じ伸び方の
ゴムひもの見つけ方を割合
に着目して考えている。ま
た、同じ割合になるいくつも
の数量の組を見出している。

①ある二つの数量の関係と別
の二つの数量の関係とを比
べるような具体的な場面に
ついて、その意味や比べ方を
粘り強く考えたり、生活や学
習に活用しようとしたりし
て い る ○



（5）研究主題との関連

①本単元の数学的な見方・考え方
本単元で大切にした数学的な見方・考え方は次の⑦から＠の三つである。

⑦個数が2倍になれば代金も2倍になるという、二つの数量の間に比例関係があることを
捉えること

④何倍かして基準趾をそろえれば、もう一方の量（比較量）の大きさで比べられるということ
⑰基準量を変えても、基準量と比較量の間にいつも成り立つ関係があることを捉えること

②単元を通した指導と評価
第1． 2時では、二つの野菜の値上がりした値段（大根 1 0 0円→ 3 0 0円、キャベツ 2 0 0円

→400円）を比べて、どちらの方がより値上がりしたと言えるのかについて考える。ここでは、

値上がり後の値段（比較量）だけを示し、値上がり前のもとの値段（基準最）が分からなければ比

較できないこと、大根に着目し、 1本なら 1 0 0 円→ 3 0 0 円、 2本なら 2 0 0 円→ 6 0 0 円とも
との値段と値上がり後の値段の比例関係について評価、及びその後の指導をすることで、キャベツ
と大根の値上がりについて考えられるようにする。【⑦④】
第3時では、ゴムひものもとの長さと伸ばした長さの関係から、同じ伸び方をするゴムひもにつ

いて考える。ここでは、1･2時で考えた比較量÷基準量＝割合を使い、同じ伸び方をするゴムひ

もについて考えられるようにする。また、ゴムひもの長さを変えても、同じゴムひもであれば伸び
方の割合も変わらないことに着目して、基準量×割合＝比較量ということについて考えられるよう

にする。【⑫】
③本時における数学的な見方・考え方を働かせるための教師の役割

本時では、比べる際に、これまでの「差で見る、ひき算で考える」という見方・考え方に加えて
「割合でみる、わり算で考える、もとの値段を1とみる」という新しい見方・考え方を獲得できる
ようにすることが大切である。そこで、「もとの値段と、値上がり後の値段という2量を比較する観
点」「もとの値段と値上がり後の値段の比例関係」「2量を比較するためのテープ図」を使って考え
ることを通して、差ではなく、割合で考えるよさについて児童が実感できるようにする。
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（6）指導と評価の計画（全4時間）
●学習活動◇期待する児童の姿 ・指導のための評価○評定のための評価

’

轤
騨

時
間 目標 ●主な学習活動 ◇期待する児童の姿

評価規準
興
 
隆

知
 

技

思呼

間 断

混 現

七体的に

字翻に取り

組 む 睡 度

1

2

二つの数量の関係を捉
えるとき、差ではなく

割合で捉えることが妥
当な場合があることを
理解する。

●「どちらが値上がりしたのかな？」の活
動をきっかけに、大根の値上がりのしかた
とキャベツの値上がりのしかたを図に表し
て 比 べ る

●値上がりのしかたの比べ方を差と倍の見

方で考え、それらの方法を対比することを

とおして、割合の意味を知る。

◇もとの値段と値上がり後の値段の関係
について､図からどんなことが分かるか
な。

◇値上がりのしかたを比べるには､と・のよ
うに考えればいいのかな。

◇ひき算とわり算､どちらで考えた方がい
いのかな。

◇もとのねだんが同じ場合で比べられな
いかな。

◇もとにする量をどちらも1とみて､割合
で比べることがあるんだね。

◇ほかには、と'んなときに割合で比べられ
るのかな。

．① ○① ○①

3

二つの数量関係が同じ
になっているものを判

断することができる。

●ゴムひものもとの長さと伸ばした長さの

関係から、あるゴムひもと同じ伸び方をす
るゴムひもを判断する。

●ゴムひものもとの長さと伸ばした長さの

関係から、もとの長さを変えたとき、何cm
まで伸びるかを考える。

◇どんなことが同じと言えれば､同じ伸び
方と言えるかな。

◇長さはちがっても､同じ割合で伸びると
言える場合がある。

◇もとの長さを変えると、いつぱいまで伸
びる長さはどのように変わるかな。

. ① ○② . ①

4
学習内容の理解を確認

し、確実に身に付ける。
○① ○①



（7）本時の指導（1．2／4）

①本時の目標
二つの数量の関係を捉えるとき、差ではなく割合で捉えることが妥当な場合があることを理解する。

②本時の展開

33

|■■■■■■■■■■■■
｢ 司 一 - 1

学習
過程

学習活動 T 主な発問 C 予 想される児童の反応 ･留意点 ☆評価【観点】(評価方法）
★児童の見取りと手立て

1 場面について話し合う
T :値上げの2 0 2 1と言われています。値上げって知

っていますか。
C I : 知っています。値段が高くなることです。
C2:もとの値段より、高くなる。
T:どんな商品が値上がりしたか知っていますか。
C3 :わかりません。
C4 :知っています。パンが値上がりしたってお母さん

が言っていました。
C5:テレビでマヨネーズが高くなると言っていまし

た。
T:そうです。よく知っていますね。では、今日は値上

げについて、考えてみましょう。
T:大根1本とキャベツ1玉の値段について考えます。

今、大根1本は 3 0 0円です。キャベツ1玉は 4 0
0円です。値段が高いのはどっちですか。

C6 : キャベツです。
C 7 ; キャベツの方が 1 0 0 円高いです。
T:そうですね。では、どっちのほうが値上がりしてい

ますか。
C8 :分かりません。
C 9 : も と も と い く ら だ っ た の で す か ？
T:もとの値段が分かると、どちらが値上がりしたかわ

かるのですか？
C10 :分かります。教えてください。
C 1 1 : 分かりません。なんで分かるの？
C12 :だって、元の値段と今の値段を比べれば分かる

よ。
C13 :多い方が値上がりしているよ。
T : では、もし、元の値段が大根は1本が2 5 0円、キ

ャベツも1玉250円だったら、どちらが値上がり
したと言えますか。ノートの端に、値上がりした方
の野菜を書いてください。

C 1 4 : キ ャ ベ ツ
C 1 5 : 大 根
T:どちらの方が値上がりしていと言えますか。
C 1 6 : 大 根は 5 0 円、キャベツは 1 5 0 円の値上がり

だからキャベツの方が値上がりしています。
C17 :もとの値段が同じなら、ひき算で分かります。
2 問題を把握し、見通しをもつ。
T : 実 は、元の値段は大根 1 本 1 0 0 円 、キャベツ l 玉

200円だったのです。
C18 :もとの値段が違う。
C1 9 : どっちも20 0円値上がりしている。

･日常生活での経験から導入する。
･値上げについて、値段が「もとの
値段より高くなること」と共通理
解を図る。

･児童から値上げについて出てこな
い場合は、教師から示す。例）小
麦粉、ファーストフード、油、パ
スタ、牛丼、ポテトチップスなとﾞ

･テープ．の図を示す。

・元の値段と、今の値段を比較する
必要性に気付かせる。

☆主①
B : キ ャ ベ ツ
C : 大 根
★Cが多い場合は、立式をして値上
がりを確認する。

･テープの図に追加する。

☆【思①】（ノート）

ｷャベツ

'1■■■’

I ■ ■ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■

大根

ｷャベツ

[二コ
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C20 : 2 00円の値上がりでも、もとが違うよ。
T:もとの値段が違うとき、大根とキャベツと≠ちらが値
上がりしたと言えるでしょうか。
3 自力解決する。
T:「値上がりしたのは○○です。理由は～です｡」の形
で書きましょう。図、式で表現しましょう。

C21 :両方です。
大 根 : 3 0 0 - 1 0 0 = 2 0 0
キ ャ ベ ツ ： 4 0 0 - 2 0 0 ＝ 2 0 O
どちらも200円だから。

C22 :大根です。
大 根 は 1 0 0 円 の 3 倍 の 3 0 0 円
キ ャ ベ ツ は 2 0 0 円 の 2 倍 の 4 0 0 円
倍が大根の方が大きいから。

C23 :大根です。
3 0 0 ÷ 1 0 0 = 3  3 倍
4 0 0 ÷ 2 0 0 ＝ 2 2 倍
3倍の方が大きいから。

C24 :大根です。
大根は値上がり前の3個分
キャベツは値上がり前の2個分
3個分の方が大きいから

C25 :迷い中です。
どっちも同じ200円だけど､なんか違う気が
する。

4 考え方を出し合い、検討する。
T:値上がりした答えが3種類ありました。なんだと思

戸

フ。

C26 :大根です。
C27 :同じです。
C28 :考え中です。
T:値上がりしたのが、キャベツという人はいないみた

いですね。
C 2 1 か ら C 2 5 ま で を 発 表
C29 :ひき算で考えると、どちらも同じ値上がりにな

る。
C30 :わり算で考えると、値上がりが大根になる。
C31 :何個分とか何倍で考えるのは、わり算の考えと

似ているな。
C32 :値_上がりは「大根」「同じ」のどっちなのだる

■

フ。

5 もとの値段が違うときの適切な方法を考える。
T:何が同じだと、比べやすいのでしたか。
C33 :もとの値段が同じときです。さっきも、両方が

250円だったからすぐ、比べられました。
T : 元 の値段は大根 1 本 1 0 0 円 、キャベツは 1 玉 2 0

0円です ｡大根をどうやったら20 0円にできるか
な。

C 3 4 : 大根 2本買ったら、2 0 0円になる。
T:そうですね。大根2本は今だったら何円ですか。
C3 5 : 6 0 0円です。

A : 式と図で表している
（ひき算・わり算）

B : 式で表している
（ひき算・わり算）

B:考えられたが､結論が出せない。
C :手をつけることができない
★【思①】
B :黒板の図をまねして、そこに書

き込めることはないか促す。
B ;結論が出せない児童には、個別
の手立てはとらず、この後の共有
の際の大きな問いとする。

C : 図 の 1 マ スが 1 0 0 円 あること
を確認し、値上がり後がいくつ分
か問う。

･適宜、自力解決の時間を取り、式
で考えさせる。

･何個分、何倍という見方は、
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C 3 6 : 大 根 6 0 0 - 2 0 0 = 4 0 0
キ ャ ベ ツ は 4 0 0 - 2 0 0 = 2 0 0

C37 :大根の方が値上がりしています。
T:そうですね。では、何個分とか何倍の考え方だとど

うなりますか。
C 3 8 : 大 根 6 0 0 ÷ 2 0 0 = 3  3 倍

キ ャ ベ ツ 4 0 0 ÷ 2 0 0 ＝ 2 2 倍
C39 :数が変わっても、倍は変わらない。
T : キ ャ ベ ツ 1 玉 2 0 0 円 が 1 0 0 円 に な る の は ど ん な

時かな。
C40 :キャベツを半分にすると、値段も半分になるの

を見たことがあります。
T : キャベツの半分で1 0 0円なら、今の値段は何円で

すか。
C 4 1 : 4 0 0 円 の半分だから 2 0 0 円です。
C 4 2 : 大 根 3 0 0 - 1 0 0 = 2 0 0  2 0 0 円

キ ャ ベ ツ 2 0 0 - 1 0 0 = 1 0 0  1 0 0 円
C 4 3 : 大 根 3 0 0 ÷ 1 0 0 = 3  3 倍

キ ャ ベ ツ 2 0 0 ÷ 1 0 0 ＝ 2 2 倍
T:大根とキャベツ、どちらが値上がりしたと言えそう

ですか。
C44 :大根です。
C45 :同じ値段にして考えたら大根になったし、わり

算で考えても大根になったから。
6 学習をまとめ、適用問題を解く。
T:今日の学習をまとめましょう。続きの文を考えてみ

ましょう。
値上がりについて比べるとき、
もとの値段が同じときは、
（ひき算で考える。今の値段-もとの値段）
もとの値段が違うときは、
（わり算や何倍かで考える。今の値段÷もとの値段）

T : 割合の考え方を使って、P 6 3のたしかめをやって
みましょう。

C 4 6 : 大 根 1 5 0 ÷ 5 0 = 3  3 倍
キ ャ ベ ツ 2 0 0 ÷ 1 0 0 ＝ 2 2 倍
大根の方が値上がりしている。

T:問題を解き終わったら、今日の学習を振り返り、今
日学習した「くらべ方」や「割合の考え方」について
感想を書きましょう。

C4 7 : 比べる方は、2種類の方法がある。 ( A )
C4 8 ;割合はどんな時でも比べることができるから便
利だと思いました。(A )

C 4 9 : 割合を使って問題をもっと解いてみたい。 ( B )

「大根はいつでも、もとの値段を
1と見たときに、今の値段は3に
あたる｡」
「キャベツはいつでも、もとの値

段を1と見たときに、今の値段は
2にあたる｡」
という言い方を指導するととも
に、その数を「割合」ということ
を定義する。

【思①】（ノート）
:演算や具体的な式を書いている
:演算だけ書いている。
：解決に当たることができない。
【思①】
:「今の値段」「もとの値段」を使
って、式に表すように促す。
：なに算だったか聞く。

☆【主①】（ノート）
A :適用問題が解けていて、感想の
中に、くらべ方や割合についての
内容が書いてある。

B :適用問題を解くことができてい
る。

C :適用問題も感想も取り組むこと
ができない。

★【主①】（ノート、採点）
B:次時に感想を共有する。
C :立式ができていない児童には、

言葉の式を示し、立式できるよ
うにする。



（8）指導の様子
【授業の様子と評価①】

第1時では、まず値上げについての児童の実態を見た。「例えば100円が250円になること」
「ざっくりいうと値段が高くなるということ」などの発言があり、日常生活とつながる課題となっ
た。そこで、大根300円とキャベツ400円を提示して、「値上がりしたのはどちらか」を問うた
ところ、「前の値段は？」「変わる前は？」と発言があり、二量を比較する視点も児童から出てきた。
そこで値上がり前の大根100円とキャベツ200円を提示し、もう一度「値上げをしたのはどち
らか」と問い、自力解決の時間とした。
自力解決では3通りの考えが出てきた。
③差の200円着目して同じ（8名）
②値上がり後の400円に着目してキャベツ（9名）
⑬値上がり後が値上げ前の大根が3個分、キャベツが2個分と考え大根（2名）

【評価①を生かした指導①】
全員が式を用いて課題を解決し、この時点で図を用いた児童はいなかった。また、キャベツを選

ぶ児童が多数いたことから、指導案の予想される児童の反応が実態とずれていたことも分かった。
そこで、児童の発言を十分に聞き合うという指導とした。

【授業の様子と評価②】
検討場面に入り、発表し合う場面では、値上がり部分についての問い返しを教師が行った。その

ことにより、児竜は値tがり部分を示すために黒板の図を用いて、200円にあたる場所や、2個
分・3個分の場所について、図に書き込みながら説明した。児童の説明をもとに、図の使い方につ
いてさらに指導を行うことができた。

そして、検討が終わった時点で「どちらが値上がりしたと言えるのか」についての児童の考えを
ノートに書かせ、第1時を終了した。この時点で⑪同じ（6名）②キャベツ（8名）③大根（5名）
だった。

【評価②を生かした指導②】
第2時を行うにあたり、事前に児童の考えを把握し、意図的な指名をして指導に当たった。自分

と異なる考えを説明させたり、同じ考えについて柿足させたりした。そして⑪同じと考える児童は
ひき算で考えている②キャベツと考える児童は差が同じだから結果の400円を見て考えている
③大根と考える児童はわり算で考えていることを共有できるようにした。

【授業の様子と評価③】
ここで、なぜ3通りも考えが出てきてしまったのか、児童に問いかけた。すると「値上がりが同

じ200円だから困った｡」「もとの値段が同じなら簡単にわかる」という発言があった。
そこで、「もとの値段を同じにする方法」を新たな課題とした。値上がり前に大根を200円分買う
には、値上がり前にキャベツを100円分買うには、それぞれどうしたらいいのか考えさせた。児
童はそれぞれ、大根を2本買えばいい、キャベツは半玉で売っているのを見たことがある、と答え
た。もとの値段を同じにしてから、ひき算とわり算、それぞれの考えを使って式に表した。どちら

の考えを使っても、値上がりしたのは大根となることが分かり、課題を解決することができた。こ
の後、値上げ前を1と見ると、大根の値上げ後は3にあたる、キャベツは2にあたるという割合の
見方を指導した。そして、まとめを考え、適用問題を解き、第2時を終了した。適用問題は教師が
採点を行い、評価を適切に行った。
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【児童のノートをもとにした評価】
授業中のノートでは、「思考・判断・表現」（①ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係を

図や式なと-に表し、場面にあった比べ方を考えている｡）と「主体的に学習に取り組む態度」（①あ
る二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べるような具体的な場面について、その意味や
比べ方を粘り強く考えたり、生活や学習に活用しようとしたりしている｡）について評価を行った。

「思考・判断・表現」については、【授業の様子と評価③】の
場面とまとめの文章を評価した。

この児童は、大根は「もと」を1と見ると、「今」が3にあた
ること、キャベツは「もと」を1と見ると、「今」が2にあたる
ことを図で示している。また、もとの値段をそろえても、その

関係が変わらないことを式で示している。このことから、場面

にあった比べ方を考えることができていると評価し、「思考・
判断･表現｣の総括的な評価は｢十分満足できる」状況とした。
まとめの文章作りについては、児童の実態から穴埋めにした

ため、児童全員が書くことができたが、総括的な評価は「おお
むね満足できる」状況とした。

「主体的に学習に取り組む態度」については、適用問題と本
時の感想から評価を行った。
教師が適用問題を採点してから、感想を書くようにした。
ノートAの児童は､振り返りの中に､｢割合の見方｣｢比べ方」

や「日常生活とのつながり」を書いているため、評価は「十分
満足できる」状況とした。

ノートBの児童は、感想の中に、「粘り強く考えた様子」や
「学び方」「自分の考えの変容」などが書けているため、評価は
「十分満足できる」状況とした。

（9）考察

本実践で、次のような示唆が得られた。
・児童の自力解決の様子を見とる視点を明らかにすることで、授業後の児童のノートの記述から、
一人一人の学習状況を評価し、検討場面や次時の指導に生かすことができる。

・事前に助言を準備することができ、児童の理解が深まるように意図的な指導ができた。特に、第
2時の前に児童の考えを把握していたことで、考え方の違いを明確にすることができ、「もとの
値段が同じなら・・・」と児童の困りと問いが生まれ、評価を生かした指導を実感することがで
きた。

・課題は、指導案の予想される児童の反応が実態とずれていた際の指導である。第1時の「自力解
決で新しい見方・考え方が出てくるように導入を行う場面」「評価をもとにした指導が教え込み
にならないように児童の考えを引き出していく場面」で課題を感じた。レディネステストの結果
を分析していなかったことも一因と考えられる。新しい単元に入る前の評価についても、実践を
重ね研究を深めていく必要がある。
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Ⅷ 研 究 の ま と め

函
。｢指導と評価の一体化」について数学的な見方･考え方を根拠とした単元の計画と授業づくりを行う
ことで、単元における各時間の「期待する児童の姿」をより明確にすることができ、授業の中でそ
のような姿を生み出すための教師の役割を計画・実践することができる。

・教師がどの場面で児童のどんな姿をどのように把握し、その児童に対してどのような手立てを講じ
るかというよう に、指導と評価を一体として捉えて授業を計画・実践することが、意図的・計画
的に児童の数学的な見方・考え方を働かせたり児童の学びを変容させたりすることにつながる。

・変容していく児童の実態に応じた指導を行うためには、「評価する規準を段階的かつ具体的に計
画しておく」「学習過程で複数回評価する」「評価して捉えた児竜の実態が次に講じる手立ての根拠
となる」「指導後の児童の様相を観察し、その変容を分析する」といったことに留意し児童の様相を
評価することが重要である。

・児童の確かな理解や考えを深めるためには､授業後に児童の記述から児童の実態を捉えるとともに、
指導を反省、分析し、指導上の問題点を明らかにした上で、授業改善を図り、次時の指導に臨むこ
とが重要である。

霞
・資質・能力の3つの柱と「期待する児童の姿｣、評価規準がと．のように関連しているかをさらに検証
することが必要である。これらの関連を明確にすることで、「期待する児童の姿」や評価の内容をよ
り具体的にする。

・各単元で働かせたい数学的な見方・考え方について整理する必要がある。そして「期待する児童の
姿」に迫るための教師の役割についての考えをさらに深めていく。これにより6年間を通して系統

的に資質・能力の確かな育成を図る･
・指導と評価の一体化について、他の事例での実践を増やしていく。それにより、指導と評価の関連
が適切であったかを検証していき、多くの事例を提案していく。

令 和 3 年 度 研 究 委 員 会

委 員 長樋川 宣登志（調布市立布田小学校長）
副委員長田中淳志 （あきる野市立草花小学校長）

副 委 員 長 曾 我 泉 （ 渋 谷 区 立 西 原 小 学 校 長 ）
木 月 康 二 新 宿 区 立 四 谷 小 学 校 宮 嶋 賢

大 村 英 視 目 黒 区 立 碑 小 学 校 芹 川 有 香

横 須 賀 咲 子 台 東 区 立 浅 草 小 学 校 山 田 篤
内 藤 信 義 品 川 区 立 御 殿 山 小 学 校 坪 井 展

本 橋 大 再 世 田 谷 区 立 下 北 沢 小 学 校 杉 山 達 寛
大 橋 佑 基 世 田 谷 区 立 笹 原 小 学 校 河 合 知 里
細 萱 裕 子 豊 島 区 立 長 崎 小 学 校 坂 上 裕 久

河 内 麻 衣 子 豊 島 区 立 高 南 小 学 校 黒 坂 悠 哉
大 賀 康 行 豊 島 区 立 富 士 見 台 小 学 校 熊 谷 康 治
石 川 大 輔 荒 川 区 立 第 一 日 暮 里 小 学 校 須 藤 利 伸

荒川区立汐入小学校

荒川区立ひぐらし小学校
荒川区立第七峡田小学校

練馬区立北町小学校
練馬区立光和小学校

足立区立千寿さくら小学校
八王子市立恩方第一小学校

三鷹市立高山小学校
小平市立小平第一小学校

日野市立夢が丘小学校
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学習指導要領の完全実施となった令和2年度は、感染症の影響で通常の社会生活が困難
となり、学校の教育活動や研究活動も縮小や削減を余儀なくされ、その状況は令和3年度
の現在でも続いています。本委員会も開催回数や授業研究などを縮小・削減せざるを得な
いこの2年でした。そのような中、本委員会の各委員が、自己研鑪やリモート会議などで
研究を途絶えさせずに努力してきたことには、委員長の立場ながらこころより敬意を表し
ます。

国立教育政策研究所による「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資
料」の冒頭で、「教師が「子どもたちにどのような力が身についたか』という学習成果を
的確にとらえ、主体的・対話的で深い学びの観点から学習改善を図る、いわゆる『指導と
評価の一体化』が実現されやすくなることが期待される」と、『指導と評価の一体化』を
図ることの重要性が述べられています。

本委員会では、都算研の研究主題「数学的に考える資質・能力を育てる指導と評価の在
り方」を受けて評価と指導の一体化に重点を置いた研究を進めてまいりました。
研究主題に迫るためには、「数学的な見方・考え方」を明らかにし、児童自らが「数学

的な見方・考え方」を働かせることができるよう、数学的活動等の指導を工夫していかな
ければなりません。本委員会では、単元を通して、学習内容の何をどのように評価する

か、本時で子どもたちの活動をどう評価するか、その評価に基づいて本時でどのように支

援を行うか、授業時間を終えてからも次時までにどう支援をするかなど、『指導と評価の
一体化」を実現することで、数学的に考える資質・能力の育成を図ることができると考え
て研究を進めてきました。

検証授業を2本、実践事例2例について、本研究を進めまとめてきました。また、8月
に行われた「第103回全国算数・数学教育研究会（埼玉）大会・第76回関東甲信静数
学教育研究埼玉大会」において発表を行いました。

「研究主題に迫る研究を進め、成果を発表し、今後の算数授業改善の具体的な方向を示
し、都内公立小学校の算数教育の向上に寄与する｡」という本委員会の役割を踏まえ、今
後も理論構築と実践研究を進めていきます。

最後になりますが、お忙しい中、授業研究等でご指導ご示唆いただいた先生方に感謝を
申し上げます。

お わ り に

東京都算数教育研究会
研究委員会委員長樋川宣登志
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